
(57)【要約】

【課題】　内視鏡下での組織縫合を容易かつ確実に行う

。

【解決手段】　本発明の外科用処置具は、挿入部の一方

端に設けられた操作部と、挿入部の他方端から延出する

ように設けられ、挟持部を有する処置部とを有する外科

用処置具である。操作部は、処置部の回動操作をするた

めの回動操作部と、処置部の開閉操作をするための開閉

操作部と、処置部の延出方向の角度を変更操作するため

の角度変更操作部とを含む。処置部は、回動操作部にお

ける回動操作に応じて、処置部の軸周りに回動可能であ

り、かつ、開閉操作部における開閉操作に応じて、挟持

部の開閉動作が可能である。外科用処置具は、角度変更

操作部に対する変更操作に応じて、挿入部の軸に対する

処置部の角度を変更するための角度変更手段を有する。

【選択図】　図１

JP 2005-288143 A 2005.10.20



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 挿 入 部 と 、
　 前 記 挿 入 部 の 一 方 端 に 設 け ら れ た 操 作 部 と 、
　 前 記 挿 入 部 の 他 方 端 か ら 延 出 す る よ う に 設 け ら れ 、 挟 持 部 を 有 す る 処 置 部 と 、
を 有 す る 外 科 用 処 置 具 で あ っ て 、
　 前 記 操 作 部 は 、 前 記 処 置 部 の 回 動 操 作 を す る た め の 回 動 操 作 部 と 、 前 記 処 置 部 の 開 閉 操
作 を す る た め の 開 閉 操 作 部 と 、 前 記 処 置 部 の 延 出 方 向 の 角 度 を 変 更 操 作 す る た め の 角 度 変
更 操 作 部 と を 含 み 、
　 前 記 処 置 部 は 、 前 記 回 動 操 作 部 に お け る 前 記 回 動 操 作 に 応 じ て 、 前 記 処 置 部 の 軸 周 り に
回 動 可 能 で あ り 、 か つ 、 前 記 前 記 開 閉 操 作 部 に お け る 前 記 開 閉 操 作 に 応 じ て 、 前 記 挟 持 部
の 開 閉 動 作 が 可 能 で あ り 、
　 前 記 角 度 変 更 操 作 部 に 対 す る 変 更 操 作 に 応 じ て 、 前 記 挿 入 部 の 軸 に 対 す る 前 記 処 置 部 の
前 記 角 度 を 変 更 す る た め の 角 度 変 更 手 段 を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 外 科 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 挟 持 部 は 、 そ れ ぞ れ が 平 面 部 を 有 す る ２ つ の 挟 持 部 材 を 有 し 、 前 記 開 閉 操 作 部 に お
け る 前 記 開 閉 操 作 に 応 じ て 、 前 記 ２ つ の 挟 持 部 材 の 少 な く と も 一 方 を 、 前 記 平 面 部 の 平 面
に 対 し て 略 直 交 す る 方 向 に 移 動 す る こ と に よ っ て 、 前 記 挟 持 部 の 開 閉 動 作 が 可 能 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 処 置 部 は 、 前 記 ２ つ の 挟 持 部 材 の 少 な く と も 一 方 を 、 他 方 に 密 着 す る 方 向 に 常 に 付
勢 す る 付 勢 手 段 を 有 し 、
　 前 記 一 方 の 挟 持 部 材 は 、 前 記 開 閉 操 作 に お け る 開 操 作 に よ っ て 、 前 記 密 着 す る 方 向 の 付
勢 力 に 抗 し て 、 前 記 他 方 の 挟 持 部 材 か ら 離 間 す る 方 向 に 移 動 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 外 科 用 処 置 具 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 下 で 、 例 え ば 心 臓 の 冠 状 動 脈 血 行 再 建 術 （ Ｃ Ａ Ｂ Ｇ ） を 行 う 際 に 、 針
を 把 持 し て 組 織 を 縫 合 す る 外 科 用 処 置 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 下 で の 、 例 え ば 心 臓 の 冠 状 動 脈 血 行 再 建 術 を 行 う 手 術 と し て は 以 下 に 示 す 手 術 が
知 ら れ て い る 。 す な わ ち 、 胸 壁 に 穿 刺 し た ト ラ カ ー ル を 介 し て 内 視 鏡 、 針 持 器 と し て の 外
科 用 処 置 具 及 び 鉗 子 等 を 胸 腔 に 挿 入 し 、 鋏 鉗 子 に よ っ て 冠 状 動 脈 の 一 部 を 切 開 し て 吻 合 口
を 設 け 、 内 胸 動 脈 を 把 持 鉗 子 に よ っ て 吻 合 口 に 導 き 、 外 科 用 処 置 具 に よ っ て 内 胸 動 脈 を 吻
合 口 に 吻 合 し て 接 続 す る バ イ パ ス 手 術 が 知 ら れ て い る 。 例 え ば 、 Min Invas Ther & Techn
ol,10:227-230,2001に 詳 し く 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 こ の 種 の 手 術 に お い て 使 用 す る 外 科 用 処 置 具 と し て 、 す な わ ち 、 針 を 把 持 し て 組
織 を 吻 合 す る 針 打 ち 込 み 器 と し て 、 先 端 部 に 湾 曲 部 を 有 す る 挿 入 部 を 設 け 、 こ の 挿 入 部 の
先 端 部 に 開 閉 可 能 及 び 挿 入 部 の 軸 回 り に 回 転 可 能 な 一 対 の 処 置 部 と し て の ジ ョ ー を 設 け た
構 造 を 有 す る 外 科 用 処 置 具 が 米 国 特 許 第 ５ ， ９ ５ １ ， ５ ７ ５ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 等
に お い て 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 外 科 用 処 置 具 は 、 上 述 し た よ う に 挿 入 部 の 先 端 部 に 、 開 閉 可 能 及 び 回 転 可 能 な 処 置
部 と し て の 役 目 を 果 た す ジ ョ ー を 有 す る が 、 操 作 部 に 設 け ら れ た 回 転 操 作 用 ダ イ ヤ ル の 回
動 に よ り こ の ジ ョ ー の 回 転 操 作 を 行 い 、 一 方 、 当 該 操 作 部 に 設 け ら れ た 開 閉 操 作 用 レ バ ー
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の 操 作 に よ り ジ ョ ー の 開 閉 操 作 を 行 う よ う に な っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ５ ， ９ ５ １ ， ５ ７ ５ 号 明 細 書 （ ク レ ー ム １ 及 び Ｆ ｉ ｇ ． １ ） 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 Min Invas Ther & Technol,10:227-230,2001
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 述 し た 米 国 特 許 第 ５ ， ９ ５ １ ， ５ ７ ５ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） に 開 示 さ れ て い る 外 科 用
処 置 具 （ 針 打 ち 込 み 器 ） は 、 挿 入 部 の 先 端 部 に 開 閉 自 在 な 一 対 の ジ ョ ー を 有 し て お り 、 ジ
ョ ー を 閉 じ る 際 に は 、 操 作 部 の 操 作 に よ っ て ケ ー ブ ル を 介 し て 一 対 の ジ ョ ー を 筒 部 に 引 き
込 ん で 閉 じ 、 針 を 把 持 す る よ う に な っ て い る 。 し た が っ て 、 ジ ョ ー が 開 い て い る と き と 閉
じ て い る と き で は 当 該 ジ ョ ー の 位 置 が 前 後 方 向 に 移 動 す る た め 、 ジ ョ ー を 開 い て 針 に ア プ
ロ ー チ し て も 、 針 を 把 持 し よ う と し て ジ ョ ー を 閉 じ る と ジ ョ ー の 位 置 が 変 化 し て し ま う た
め 把 持 し 損 ね る こ と が あ り 、 操 作 性 が 悪 い と い わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 当 該 米 国 特 許 第 ５ ， ９ ５ １ ， ５ ７ ５ 号 公 報 に 記 載 さ れ た 外 科 用 処 置 具 で は 、 内 視
鏡 下 で の 吻 合 時 に お い て は 、 ジ ョ ー を 閉 じ た 状 態 で は 、 ジ ョ ー の 回 転 を 受 け る ベ ア リ ン グ
部 の 摩 擦 が 増 大 す る 構 成 と な っ て お り 、
（ １ ） 保 持 力 を 保 持 す る こ と が 回 動 力 の 負 荷 を 増 す
（ ２ ） 術 者 が 保 持 力 を 加 え な が ら 、 回 動 操 作 を 行 わ な け れ ば な ら な い
　 換 言 す る と 、 回 動 操 作 を 行 い な が ら 縫 合 針 を 安 定 的 に 保 持 す る こ と が 難 し い と い わ れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 当 該 米 国 特 許 第 ５ ， ９ ５ １ ， ５ ７ ５ 号 公 報 に 記 載 さ れ た 外 科 用 処 置 具 の 先 端 に
設 け ら れ た 、 開 閉 自 在 な 一 対 の ジ ョ ー を 有 す る 処 置 部 に 関 し て 見 る と 、 当 該 処 置 部 は 、 挿
入 軸 に 対 す る 延 出 方 向 の 角 度 を 変 更 す る こ と は 可 能 と す る も の の 、 こ の 延 出 方 向 の 角 度 を
変 更 す る 場 合 に は 、 当 該 外 科 用 処 置 具 の 挿 入 部 に お け る 外 部 シ ー ス を 挿 入 軸 に 沿 っ て ス ラ
イ ド さ せ る 必 要 が あ る 。 そ し て 、 当 該 外 科 用 処 置 具 を 使 用 し て 手 技 を 実 施 す る 場 合 に お い
て 、 当 該 処 置 部 の 延 出 方 向 の 角 度 を 変 更 す る 際 に は 、 手 技 者 は 操 作 部 を 把 持 す る 状 態 か ら
外 部 シ ー ス を 挿 入 軸 に 沿 っ て ス ラ イ ド さ せ る 状 態 に 移 行 し な け れ ば な ら な い 。 す な わ ち 術
者 は 当 該 手 技 中 に 操 作 部 を 持 ち 替 え な け れ ば な ら ず 、 事 実 上 、 手 技 に 支 障 な く 当 該 処 置 部
の 延 出 方 向 の 角 度 変 更 を 行 う こ と は 難 し い と い わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 内 視 鏡 下 で の 組 織 縫 合 を 容 易 に 、 か つ
確 実 に 行 い 得 る こ と が で き る 外 科 用 処 置 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 外 科 用 処 置 具 は 、 挿 入 部 と 、 前 記 挿 入 部 の 一 方 端 に 設 け ら れ た 操 作 部 と
、 前 記 挿 入 部 の 他 方 端 か ら 延 出 す る よ う に 設 け ら れ 、 挟 持 部 を 有 す る 処 置 部 と 、 を 有 す る
外 科 用 処 置 具 で あ っ て 、 前 記 操 作 部 は 、 前 記 処 置 部 の 回 動 操 作 を す る た め の 回 動 操 作 部 と
、 前 記 処 置 部 の 開 閉 操 作 を す る た め の 開 閉 操 作 部 と 、 前 記 処 置 部 の 延 出 方 向 の 角 度 を 変 更
操 作 す る た め の 角 度 変 更 操 作 部 と を 含 み 、 前 記 処 置 部 は 、 前 記 回 動 操 作 部 に お け る 前 記 回
動 操 作 に 応 じ て 、 前 記 処 置 部 の 軸 周 り に 回 動 可 能 で あ り 、 か つ 、 前 記 前 記 開 閉 操 作 部 に お
け る 前 記 開 閉 操 作 に 応 じ て 、 前 記 挟 持 部 の 開 閉 動 作 が 可 能 で あ り 、 前 記 角 度 変 更 操 作 部 に
対 す る 変 更 操 作 に 応 じ て 、 前 記 挿 入 部 の 軸 に 対 す る 前 記 処 置 部 の 前 記 角 度 を 変 更 す る た め
の 角 度 変 更 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 外 科 用 処 置 具 は 、 前 記 第 １ の 外 科 用 処 置 具 に お い て 、 前 記 挟 持 部 は 、 そ
れ ぞ れ が 平 面 部 を 有 す る ２ つ の 挟 持 部 材 を 有 し 、 前 記 開 閉 操 作 部 に お け る 前 記 開 閉 操 作 に
応 じ て 、 前 記 ２ つ の 挟 持 部 材 の 少 な く と も 一 方 を 、 前 記 平 面 部 の 平 面 に 対 し て 略 直 交 す る
方 向 に 移 動 す る こ と に よ っ て 、 前 記 挟 持 部 の 開 閉 動 作 が 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 外 科 用 処 置 具 は 、 前 記 第 ２ の 外 科 用 処 置 具 に お い て 、 前 記 処 置 部 は 、 前
記 ２ つ の 挟 持 部 材 の 少 な く と も 一 方 を 、 他 方 に 密 着 す る 方 向 に 常 に 付 勢 す る 付 勢 手 段 を 有
し 、 前 記 一 方 の 挟 持 部 材 は 、 前 記 開 閉 操 作 に お け る 開 操 作 に よ っ て 、 前 記 密 着 す る 方 向 の
付 勢 力 に 抗 し て 、 前 記 他 方 の 挟 持 部 材 か ら 離 間 す る 方 向 に 移 動 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 内 視 鏡 下 で の 組 織 縫 合 を 容 易 に 、 か つ 確 実 に 行 い 得 る こ と が で き 、 す
な わ ち 、 医 師 に よ る 手 術 操 作 を 容 易 に 行 い 得 る こ と が で き 、 こ れ に よ り 手 術 時 間 の 短 縮 お
よ び 手 術 ク オ リ テ ィ の 向 上 を 図 る こ と が で き 、 ま た 患 者 の 負 担 を 減 ら し 、 手 術 患 者 の 早 期
退 院 、 ひ い て は 早 期 社 会 復 帰 を 促 進 す る と と も に 、 入 院 患 者 用 ベ ッ ド の 回 転 効 率 を 向 上 さ
せ て 効 率 的 な 病 院 経 営 の 実 現 を 可 能 と す る 外 科 用 処 置 具 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。 　
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る ニ ー ド ル ド ラ イ バ を 正 面 斜 め 一 側 方 か ら み た 外 観 斜
視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 、 外 科 用 処 置 具 で あ る 針 持 器 と し て の ニ ー ド ル ド ラ イ
バ １ は 、 詳 細 は 後 述 す る が 、 挿 入 部 ２ 、 操 作 部 ３ 及 び 挿 入 部 ２ の 先 端 に 設 け ら れ た 処 置 部
４ と で 主 要 部 が 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 当 該 ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ を 構 成 す る 前 記 挿 入 部 ２
、 操 作 部 ３ お よ び 処 置 部 ４ に つ い て は 後 に 詳 述 す る が 、 以 下 概 略 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 操 作 部 ３ に は 、 開 閉 レ バ ー ５ 、 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ 及 び 回 動 ダ イ ヤ ル ７ が 設 け ら れ
て い る 。 開 閉 レ バ ー ５ は 処 置 部 ４ の 開 閉 操 作 を す る た め の レ バ ー で あ り 、 角 度 可 変 ダ イ ヤ
ル ６ は 処 置 部 ４ の 延 出 方 向 の 角 度 を 変 更 す る 操 作 を 行 う た め の ダ イ ヤ ル で あ り 、 ま た 回 動
ダ イ ヤ ル ７ は 処 置 部 ４ の 回 動 操 作 を 行 う た め の ダ イ ヤ ル で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 挿 入 部 ２ の 一 端 か ら 延 出 す る よ う に 設 け ら れ た 処 置 部 ４ は 、 先 端 側
に 、 挟 持 部 ８ を 有 し て い る 。 開 閉 レ バ ー ５ を 押 下 す る こ と で 、 図 ３ に 示 す よ う に 挟 持 部 ８
が 開 き 、 開 閉 レ バ ー ５ の 押 下 を 止 め る こ と で 図 ２ の よ う に 挟 持 部 ８ が 閉 じ る よ う に な っ て
い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 挟 持 部 ８ の 開 閉 操 作 を 開 閉 レ バ ー ５ に て 行 う こ と で 、 患 部 の 縫 合 を 行 う 縫 合 糸 を 有
す る 縫 合 針 （ 図 示 せ ず ） を 挟 持 部 ８ で 挟 持 ／ 解 放 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ を 回 動 さ せ る こ と で 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 処 置 部 ４ の 挟 持 部
８ の 延 出 方 向 の 角 度 は 挿 入 部 ２ の 挿 入 軸 ２ ａ を 含 む 所 定 の 面 内 で 回 動 自 在 で あ っ て 、 挿 入
軸 ２ ａ に 対 し て 処 置 部 ４ の 延 出 方 向 が 任 意 の 角 度 に 変 更 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 回 動 ダ イ ヤ ル ７ を 回 動 さ せ る こ と で 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 処 置 部 ４ の 挟 持 部 ８
は 当 該 処 置 部 ４ の 長 軸 を 中 心 に 回 動 可 能 で あ っ て 、 挟 持 部 ８ に 縫 合 針 を 挟 持 さ せ た 状 態 で
回 動 ダ イ ヤ ル ７ を 操 作 す る こ と で 、 縫 合 針 に よ り 生 体 組 織 の 縫 合 が 行 え る よ う に な っ て い
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 外 科 用 処 置 具 で あ る ニ ー ド ル ド ラ イ バ を 用 い た 内 視 鏡 下 の 吻 合 手 技
方 法 と し て の 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 手 術 の 手 術 工 程 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 冠 状 動 脈 バ イ パ ス 手 術 は 、 胸 部 の 所 定 位 置 （ 例 え ば 、 左 側 第 ３ 、 第 ４ 及 び 第 ６ 肋 間 位 置
） の 皮 膚 を メ ス を 用 い て 切 開 す る 。 　
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　 次 に 、 切 開 後 に 、 指 、 あ る い は 先 端 が 円 錐 形 状 の 内 套 を ト ラ カ ー ル の 外 套 管 内 に 挿 通 さ
せ 先 端 よ り 突 出 さ せ て 、 皮 膚 の 切 開 部 分 を 押 し 広 げ て 体 内 側 に 孔 を 形 成 し 、 所 望 位 置 ま で
孔 を 形 成 し た 段 階 で 内 套 を ト ラ カ ー ル の 外 套 管 よ り 抜 き 取 る こ と で 、 複 数 の 例 え ば ３ 本 の
ト ラ カ ー ル に よ る 体 内 臓 器 へ の ポ ー ト 孔 を 作 成 す る 。 こ れ に よ り 複 数 の ト ラ カ ー ル を 介 す
る こ と で 各 種 処 置 具 の 左 胸 腔 内 へ の ア プ ロ ー チ が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 続 い て 、 通 常 （ 公 知 ） の 胸 腔 鏡 下 の 手 技 で 適 用 さ れ る よ う に 、 視 野 確 保 の た め の 片 肺 換
気 を 実 施 す る 。 す な わ ち 、 片 肺 換 気 用 の 気 管 チ ュ ー ブ を 気 管 に 挿 通 し 、 片 （ 右 ） 肺 の み で
の 換 気 を 実 行 、 他 方 （ 左 ） の 肺 を 虚 脱 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 内 胸 動 脈 剥 離 手 技 を 行 う 。 内 胸 動 脈 剥 離 手 技 で は 、 ポ ー ト 孔 に 設 け た 複 数 の ト
ラ カ ー ル に 、 図 示 は し な い が 、 超 音 波 処 置 具 、 把 持 鉗 子 、 内 視 鏡 を 挿 通 さ せ る 。 超 音 波 処
置 具 は 、 超 音 波 処 置 具 に 超 音 波 駆 動 エ ネ ル ギ ー を 供 給 制 御 す る 超 音 波 制 御 装 置 に 接 続 さ れ
て い る 。 ま た 、 内 視 鏡 は 、 照 明 光 を 供 給 す る 光 源 装 置 及 び 内 視 鏡 像 を 信 号 処 理 し て 表 示 す
る Ｃ Ｃ Ｕ （ カ メ ラ コ ン ト ロ ー ル ユ ニ ッ ト ） に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 、 内 視 鏡 の 観 察 下 で 、 内 胸 動 脈 に 超 音 波 処 置 具 を ア プ ロ ー チ さ せ 、 内 胸 動 脈 を 覆
っ て い る 胸 膜 を 切 開 す る 。 切 開 し た 胸 膜 の 切 り 口 部 分 を 把 持 鉗 子 及 び 超 音 波 処 置 具 を 用 い
て 周 囲 組 織 よ り 内 胸 動 脈 及 び そ の 側 枝 を 露 出 さ せ 、 内 胸 動 脈 の 側 壁 か ら 延 び る 側 枝 （ 血 管
） を 超 音 波 処 置 具 に て 切 断 し 、 切 断 し た 側 枝 （ 血 管 ） を 超 音 波 処 置 具 に て 止 血 す る こ と で
、 内 胸 動 脈 の 部 分 剥 離 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 内 胸 動 脈 の 所 定 量 （ 例 え ば １ ５ ｃ ｍ ～ ２ ０ ｃ ｍ 程 度 ） の 剥 離 が な さ れ る ま で 、
領 域 を 拡 大 し て 胸 膜 の 切 開 を 継 続 し 上 記 部 分 剥 離 を 繰 り 返 す 。 　
　 内 胸 動 脈 の 所 定 量 の 剥 離 が な さ れ る と 、 内 胸 動 脈 の 切 断 位 置 に お い て 末 梢 側 の ２ ケ 所 を
止 血 ク リ ッ プ に て 止 血 す る 。 そ し て 、 超 音 波 処 置 具 に 代 え て 、 ハ サ ミ 鉗 子 を 用 い て 止 血 ク
リ ッ プ 間 の 内 胸 動 脈 の 切 断 位 置 で 内 胸 動 脈 を 切 断 し て 、 内 胸 動 脈 剥 離 手 技 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う に し て 内 胸 動 脈 剥 離 手 技 が 終 了 す る と 、 内 胸 動 脈 と 冠 状 動 脈 と の 吻 合 手 技 を 行
う 。 こ こ で 、 図 ５ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 用 い 吻 合 手 技 手 順 に つ い て 説 明 す る 。 　
　 内 胸 動 脈 と 冠 状 動 脈 と の 吻 合 手 技 は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ に て 各 種 処 置
具 の 心 臓 近 傍 へ の 上 方 か ら の ア プ ロ ー チ が 可 能 と な る 位 置 に 例 え ば ３ つ ポ ー ト 孔 を 追 加 し
、 複 数 の ト ラ カ ー ル の 挿 通 位 置 を 変 更 す る 。 そ し て 、 冠 状 動 脈 の 真 上 に ト ラ カ ー ル を 介 し
て 内 視 鏡 を 挿 入 す る 。 す な わ ち 、 術 部 の 略 真 上 か ら 観 察 し な が ら 手 術 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ２ に て 、 複 数 の ト ラ カ ー ル に ス タ ビ ラ イ ザ 、 本 実 施 形 態 の 外 科 手
術 処 置 具 で あ る ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ あ る い は 他 の 鉗 子 、 内 視 鏡 、 把 持 鉗 子 を 挿 通 さ せ る 。
例 え ば ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ の 挿 入 部 ２ を 胸 腔 内 に 挿 入 す る と と も に 、 ニ ー ド ル ド ラ イ バ １
の 操 作 部 ３ を 体 腔 外 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 ス タ ビ ラ イ ザ は 、 心 臓 の 拍 動 影 響 を 抑 制 す る 処 置 具 で あ っ て 、 例 え ば 米 国 特 許 第
５ ， ８ ０ ７ ， ２ ４ ３ 号 公 報 等 に 開 示 さ れ て い る の で 、 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。 　
　 次 に 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ３ に て 心 膜 を 切 開 し 心 外 膜 表 面 を 露 出 さ せ 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ４ に て ス
タ ビ ラ イ ザ に て 目 的 冠 状 動 脈 付 近 の 心 臓 の 拍 動 影 響 を 抑 制 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 ス テ ッ プ Ｓ ５ １ な い し ス テ ッ プ Ｓ ５ ４ が 吻 合 手 技 手 順 に お け る 吻 合 手 技 準 備 工 程 と
な る 。 　
　 そ し て 、 ス タ ビ ラ イ ザ に て 心 臓 の 拍 動 影 響 を 抑 制 し な が ら 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ６ に て 内 胸 動
脈 を 閉 塞 さ せ る タ ー ニ ケ ッ ト に 挿 通 さ せ 、 タ ー ニ ケ ッ ト に よ り 内 胸 動 脈 を 閉 塞 さ せ 、 そ の
後 ス テ ッ プ Ｓ ５ ７ に 止 血 ク リ ッ プ が 付 い た 部 分 を 切 除 し 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ８ に て ハ サ ミ 鉗 子
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を 用 い て 内 胸 動 脈 の 切 断 面 を 所 定 の 形 状 に ト リ ミ ン グ す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 上 記 ス テ ッ プ Ｓ ５ ５ な い し ス テ ッ プ Ｓ ５ ８ が 吻 合 手 技 手 順 に お け る 内 胸 動 脈 プ レ パ レ ー
シ ョ ン 工 程 と な る 。 　
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ９ に て タ ー ニ ケ ッ ト に よ り 冠 状 動 脈 の 中 枢 側 部 位 を 閉 塞 す る 。 次
に 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ に て 先 端 が 丸 い ビ ー バ ー メ ス （ ま た は マ イ ク ロ メ ス ） に よ り 冠 状 動 脈
を 覆 う 心 外 膜 を 切 開 し 、 冠 状 動 脈 を 露 出 さ せ 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ １ に て 先 の 尖 っ た マ イ ク ロ メ
ス に よ り 冠 状 動 脈 の 側 壁 を 切 開 し 、 ハ サ ミ 鉗 子 に よ り 所 定 量 を 開 口 し 吻 合 口 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 続 い て 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ２ に て 冠 状 動 脈 の 吻 合 口 よ り シ ャ ン ト を 冠 状 動 脈 に 内 挿 す る 。 そ
し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ３ に て タ ー ニ ケ ッ ト を 緩 め 、 冠 状 動 脈 の 閉 塞 を 解 除 す る 。 こ れ に よ り
冠 状 動 脈 で の 血 流 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 ス テ ッ プ Ｓ ５ ９ な い し ス テ ッ プ Ｓ ６ ３ が 吻 合 手 技 手 順 に お け る 冠 状 動 脈 プ レ パ レ ー
シ ョ ン 工 程 と な る 。 　
　 そ し て 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ４ に て 本 実 施 形 態 の 外 科 用 処 置 具 で あ る ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ を 挿
入 し 、 ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ の 処 置 部 ４ の 挟 持 部 ８ の 延 出 方 向 の 角 度 を 調 整 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ の 後 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ５ に て 本 実 施 形 態 の 外 科 用 処 置 具 で あ る ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ に よ
る 内 胸 動 脈 と 冠 状 動 脈 の 血 管 吻 合 （ 縫 合 ） 手 技 が 行 わ れ る 。 内 胸 動 脈 と 冠 状 動 脈 の 血 管 吻
合 （ 縫 合 ） 手 技 に お い て は 、 内 胸 動 脈 と 冠 状 動 脈 と の 連 続 縫 合 を 進 め な が ら 、 状 況 に 応 じ
て 処 置 部 ４ の 挟 持 部 ８ の 延 出 方 向 の 角 度 を 再 調 整 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 具 体 的 に は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 胸 壁 １ ０ ０ ０ に 挿 通 し た ト ラ カ ー ル １ ０ ０ １ を 介 し て
ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ の 先 端 の 処 置 部 ４ を 心 臓 １ ０ ０ ２ 近 傍 に ア ク セ ス さ せ 、 こ の ニ ー ド ル
ド ラ イ バ １ を 用 い て 内 胸 動 脈 （ 図 示 せ ず ） の 切 断 面 と 冠 状 動 脈 １ ０ ０ ３ の 吻 合 口 １ ０ ０ ４
と の 連 続 縫 合 を 行 っ て い る 際 は 、 上 述 し た よ う に 、 ス タ ビ ラ イ ザ １ ０ ０ ５ に て 心 臓 １ ０ ０
２ の 拍 動 影 響 を 抑 制 し て い る 。 こ の た め 、 内 胸 動 脈 の 切 断 面 と 冠 状 動 脈 １ ０ ０ ３ の 吻 合 口
１ ０ ０ ４ と の 縫 合 部 分 へ の 処 置 部 ４ の 挟 持 部 ８ の ア プ ロ ー チ が ス タ ビ ラ イ ザ １ ０ ０ ５ に て
干 渉 さ れ る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 そ こ で 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 操 作 部 ３ に 設 け ら れ て い る 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ を 回 動 操 作
す る こ と で 、 ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ の 挿 入 時 あ る い は 連 続 縫 合 時 に 処 置 部 ４ の 挟 持 部 ８ の 延
出 方 向 の 角 度 を 所 望 の 角 度 に 調 整 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ で は 、 操 作 部 ３ に 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ を 設 け て い る の
で 、 術 者 は 操 作 部 ３ で の 把 持 状 態 を な ん ら 変 え る こ と な く 、 把 持 状 態 を 維 持 し た 状 態 で 角
度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ を 回 動 操 作 す る こ と が で き 、 手 技 に な ん ら 支 障 な く ニ ー ド ル ド ラ イ バ １
の 処 置 部 ４ の 挟 持 部 ８ の 延 出 方 向 の 角 度 を 再 調 整 す る こ と が で き 、 ス タ ビ ラ イ ザ １ ０ ０ ５
に よ る 干 渉 を 避 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 そ し て 、 内 胸 動 脈 と 冠 状 動 脈 の 血 管 吻 合 （ 縫 合 ） 手 技 が 終 了 す る １ ～ ２ 針 手 前 で 、 ス テ
ッ プ Ｓ ６ ６ に て 、 冠 状 動 脈 に 留 置 し た シ ャ ン ト を 抜 き 去 り 、 さ ら に １ 　 ２ 針 縫 合 を 追 加 し
た 後 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ ７ に て 糸 の 結 紮 手 技 を 行 う 。 　
　 上 記 ス テ ッ プ Ｓ ６ ４ な い し ス テ ッ プ Ｓ ６ ７ が 吻 合 手 技 手 順 に お け る 内 胸 動 脈 － 冠 状 動 脈
吻 合 工 程 と な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 図 面 を 用 い て 、 針 持 器 と し て の 、 上 述 し た 外 科 用 処 置 具 で あ る ニ ー ド ル ド ラ イ バ
１ の 構 造 に つ い て 説 明 す る 。 　
　 上 述 し た よ う に 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る ニ ー ド ル ド ラ イ バ を 正 面 斜 め 一 側 方
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か ら み た 外 観 斜 視 図 で あ り 、 図 ８ は 、 当 該 ニ ー ド ル ド ラ イ バ を 背 面 斜 め 他 側 方 か ら み た 外
観 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 図 ９ 乃 至 図 １ ２ は 、 そ れ ぞ れ 図 ９ は 、 本 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ の 正 面 図 、
図 １ ０ は 、 本 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ を 一 側 方 （ 左 側 方 ） か ら み た 左 側 面 図 、 図 １ １
は 、 本 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ を 他 側 方 （ 右 側 方 ） か ら み た 右 側 面 図 、 図 １ ２ は 、 本
実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ の 背 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 前 記 ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ は 、 挿 入 部 ２ と 、 そ の 挿 入 部 ２ の 一 方 端 （ 基 端 側 ） に 設 け ら れ
た 操 作 部 ３ と 、 そ の 挿 入 部 ２ の 他 方 端 か ら 延 出 す る よ う に 設 け ら れ た 処 置 部 ４ と で 主 要 部
が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 前 記 挿 入 部 ２ は 所 定 の 長 さ を 有 す る 略 円 柱 形 状 を 呈 す る 。 ま た 操 作 部 ３ は 挿 入 部 ２ の 基
端 側 に お い て 当 該 挿 入 部 ２ の 長 軸 と 同 軸 上 に 一 体 的 に 配 設 さ れ た 略 長 方 体 形 状 を 呈 す る 部
材 で あ っ て 、 術 者 が 片 手 で 把 持 し て 、 後 述 す る 操 作 を す る こ と が で き る 形 状 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 前 記 操 作 部 ３ に は 、 処 置 部 ４ の 開 閉 操 作 を す る た め の 開 閉 操 作 部 と し て の 開 閉 レ
バ ー ５ と 、 処 置 部 ４ の 延 出 方 向 の 角 度 の 変 更 操 作 を す る た め の 角 度 変 更 操 作 部 と し て の 角
度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ と 、 処 置 部 ４ の 回 動 操 作 を す る た め の 回 動 操 作 部 と し て の 回 動 ダ イ ヤ ル
７ と が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 前 記 開 閉 レ バ ー ５ の 基 端 部 は 、 詳 し く 後 述 す る が 、 操 作 部 ３ の 基 端 部 一 側 方 に お い て 軸
支 さ れ 、 一 方 、 開 閉 レ バ ー ５ の 自 由 端 部 は 、 当 該 操 作 部 ３ の 先 端 側 に 向 け て 延 出 さ れ 、 後
述 す る バ ネ ３ ３ の 付 勢 力 に よ り 操 作 部 ３ の 外 装 部 か ら 離 間 す る 方 向 に 付 勢 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 詳 し く は 後 述 す る が 、 牽 引 ワ イ ヤ （ 図 ８ か ら 図 １ ２ で は 図 示 せ ず ） の 基 端 側 一 端
が 、 開 閉 レ バ ー ５ に 係 合 す る 開 閉 ベ ー ス 部 材 （ 図 ８ か ら 図 １ ２ で は 図 示 せ ず ） に 固 定 さ れ
、 開 閉 レ バ ー ５ に は 、 こ の 牽 引 ワ イ ヤ を 介 し て バ ネ ３ ３ の 付 勢 力 が 印 加 さ れ る よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 挿 入 部 ２ の 一 端 か ら 延 出 す る よ う に 設 け ら れ た 処 置 部 ４ は 、 先 端 側 に 、 挟 持 部 ８ を 有 し
て お り 、 挟 持 部 ８ の 軸 方 向 、 す な わ ち 処 置 部 ４ の 延 出 方 向 は 、 挿 入 部 ２ の 軸 方 向 に 対 し て
所 定 の 角 度 の 範 囲 内 で 可 変 と な っ て い る 。 言 い 換 え る と 、 ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ に は 、 挿 入
部 ２ の 軸 に 対 す る 処 置 部 ４ の 延 出 方 向 の 角 度 を 変 更 す る た め の 角 度 変 更 手 段 が 設 け ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 に 、 図 面 を 用 い て 、 ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ の 内 部 構 造 を 説 明 す る 。 　
　 ま ず 、 ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ の 先 端 部 の 構 造 を 説 明 す る 。 　
　 図 １ ３ 乃 至 図 １ ７ は 、 ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ の 処 置 部 ４ を 含 む 先 端 部 分 の 構 造 を 説 明 す る
た め の 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 １ ３ は 、 ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ の 処 置 部 ４ を 含 む 先 端 部 分 の 側 面 図 で あ る 。 図 １ ４ は 、
ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ の 処 置 部 ４ を 含 む 先 端 部 分 の 背 面 図 で あ る 。 図 １ ５ は 、 ニ ー ド ル ド ラ
イ バ １ の 処 置 部 ４ を 含 む 先 端 部 分 の 断 面 図 で あ る 。 具 体 的 に は 、 図 １ ５ は 、 図 １ ３ の Ｉ Ｘ
－ Ｉ Ｘ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。 図 １ ６ 及 び 図 １ ７ は 、 ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ の 先 端 部 分 の
断 面 図 で あ る 。 具 体 的 に は 、 図 １ ６ は 、 図 １ ４ の XVI－ XVI線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ り 、 図 １
７ は 、 図 １ ４ の XVII－ XVII線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 挿 入 部 ２ は 、 ス テ ン レ ス 製 の パ イ プ 、 す な わ ち 円 筒 部 材 で あ る シ ー ス １ １ を 有 す る 。 シ
ー ス １ １ の 先 端 側 、 す な わ ち 処 置 部 ４ 側 に は 、 ス テ ン レ ス 製 の 先 端 固 定 部 材 １ ２ が 固 定 さ
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れ て い る 。 先 端 固 定 部 材 １ ２ は 、 先 端 固 定 部 材 １ ２ の 基 端 側 、 す な わ ち シ ー ス １ １ 側 に 、
シ ー ス １ １ の 内 周 面 に 嵌 合 す る 円 筒 形 状 の 嵌 合 部 と 、 先 端 固 定 部 材 １ ２ の 先 端 側 、 す な わ
ち 挟 持 部 ８ 側 に 、 内 部 に 空 間 を 有 し 、 挿 入 部 ２ の 軸 に 直 交 す る 断 面 形 状 が チ ャ ン ネ ル 形 状
の チ ャ ン ネ ル 形 状 部 と を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 シ ー ス １ １ 内 に は 、 軸 部 材 と し て の 、 ス テ ン レ ス 製 の 回 動 力 伝 達 パ イ プ １ ３ が 挿 通 さ れ
て い る 。 回 動 力 伝 達 パ イ プ １ ３ は 、 先 端 部 に 回 動 力 を 伝 達 す る た め の パ イ プ で あ る 。 回 動
力 伝 達 パ イ プ １ ３ 内 に は 、 後 述 す る 挟 持 部 ８ の 開 閉 動 作 の た め の 、 ス テ ン レ ス 製 の 牽 引 ワ
イ ヤ １ ４ が 挿 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ は 、 挟 持 部 ８ の 開 動 作 を 行 う た め に 操 作 部 ３ 側 に 牽 引 さ れ る 線 部 材 で あ
り 、 細 い ス テ ン レ ス 線 を 編 ん で 柔 軟 に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 内 部 で の 摺 動 抵 抗 を 低 減 し
、 か つ 進 退 し 易 く す る た め に ワ イ ヤ 表 面 に フ ッ 素 系 の 樹 脂 が コ ー テ ィ ン グ さ れ て い て も よ
い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 先 端 固 定 部 材 １ ２ の 嵌 合 部 は 、 挿 入 部 ２ の 軸 に 直 交 す る 断 面 形 状 が 略 円 形 状 を 呈 す る 棒
状 部 材 で あ る が 、 図 １ ６ に 示 す よ う に ス テ ン レ ス 製 の 止 め ネ ジ １ ６ （ 後 述 す る ） に よ り 固
定 さ れ る 部 分 に お い て は 、 断 面 形 状 が 略 半 円 形 状 を 呈 す る 半 円 柱 形 状 を 呈 す る 。 当 該 先 端
固 定 部 材 １ ２ の 嵌 合 部 の 軸 に 対 し て 略 線 対 称 の 位 置 に は 、 回 動 力 伝 達 パ イ プ １ ３ と ス テ ン
レ ス 製 の 湾 曲 力 伝 達 棒 １ ５ と が 挿 通 さ れ て い る 。 上 記 回 動 力 伝 達 パ イ プ １ ３ は 、 当 該 回 動
力 伝 達 パ イ プ １ ３ の 軸 を 回 転 中 心 と し て 回 転 摺 動 可 能 に 挿 通 さ れ 、 棒 部 材 で あ る ス テ ン レ
ス 製 の 湾 曲 力 伝 達 棒 １ ５ は 、 湾 曲 力 伝 達 棒 １ ５ の 軸 方 向 に 進 退 可 能 に 挿 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 シ ー ス １ １ と 先 端 固 定 部 材 １ ２ と は 、 ス テ ン レ ス 製 の 止 め ネ ジ １ ６ に よ っ て 固 定 さ れ 、
さ ら に シ ー ス １ １ の 先 端 部 と 先 端 固 定 部 材 １ ２ と は 接 着 剤 例 え ば エ ポ キ シ 樹 脂 系 の 接 着 剤
が 付 け ら れ て 、 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 回 動 力 伝 達 パ イ プ １ ３ の 先 端 に は 、 ス テ ン レ ス 製 の 回 動 力 伝 達 コ イ ル １ ７ が 固 定 さ れ て
い る 。 回 動 力 伝 達 コ イ ル １ ７ は 、 挿 入 部 ２ の 先 端 部 分 に 回 動 力 を 伝 え る た め の フ レ キ シ ブ
ル な コ イ ル で あ る 。 回 動 力 伝 達 コ イ ル １ ７ 内 に は 、 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ が 挿 通 さ れ て い る 。 回
動 力 伝 達 パ イ プ １ ３ は 金 属 製 で あ る た め 、 操 作 部 ３ に お け る 回 動 ダ イ ヤ ル ７ の 回 動 操 作 に
よ る 回 動 力 を 、 回 動 力 伝 達 コ イ ル １ ７ ま で 確 実 に 伝 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 回 動 力 伝 達 パ イ プ １ ３ に 接 続 さ れ た 回 動 力 伝 達 コ イ ル １ ７ は 、 ３ つ の コ イ ル を 重 ね る よ
う に し て 構 成 さ れ た ３ 重 巻 き 密 着 構 造 を し て い る 。 １ 番 下 の コ イ ル の 上 に 重 ね る よ う に １
番 下 の コ イ ル の 巻 き 方 向 と 逆 の 巻 き 方 向 の ２ 番 目 の コ イ ル を 設 け 、 ２ 番 下 の コ イ ル の 上 に
重 ね る よ う に ２ 番 目 の コ イ ル の 巻 き 方 向 と は 逆 の 巻 き 方 向 （ １ 番 下 の コ イ ル と 同 じ 巻 き 方
向 ） の ３ 番 目 の コ イ ル が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 回 動 力 伝 達 コ イ ル １ ７ の 両 端 部 は 、 ろ う 付 け さ れ 、 か つ 、 ろ う 付 け さ れ た 後 に 切 削 さ れ
る 。 そ の 結 果 、 両 端 部 の 肉 厚 は 、 中 心 部 の 肉 厚 よ り も 薄 い 。 そ し て 、 両 端 部 は 、 そ れ ぞ れ
回 動 力 伝 達 パ イ プ １ ３ と 回 動 部 ベ ー ス 部 材 ２ ５ と ろ う 付 け に よ っ て 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 湾 曲 力 伝 達 棒 １ ５ は 、 そ れ ぞ れ が ス テ ン レ ス 製 の リ ン ク ジ ョ イ ン ト １ ８ と Ｈ 型 リ ン ク 部
材 １ ９ と を 介 し て 、 湾 曲 部 ベ ー ス 部 材 ２ ０ に 連 結 さ れ て い る 。 　
　 図 １ ８ は 、 先 端 固 定 部 材 １ ２ を 点 線 で 示 し て 省 略 し た 、 先 端 部 の 内 部 構 造 を 説 明 す る た
め の 斜 視 図 で あ る 。 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 Ｈ 型 リ ン ク 部 材 １ ９ は 、 基 部 の 両 側 に 、 そ れ ぞ
れ ２ つ の 腕 部 １ ９ ａ 、 １ ９ ｂ を 有 す る Ｈ 型 形 状 で あ る 。 一 方 の ２ つ の 腕 部 １ ９ ａ の 方 が 、
他 方 の ２ つ の 腕 部 １ ９ ｂ よ り 、 腕 部 の 長 さ が 長 い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
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　 湾 曲 部 ベ ー ス 部 材 ２ ０ は 、 先 端 側 に 円 筒 状 部 ２ ０ aを 有 し 、 基 端 側 に 円 筒 状 部 ２ ０ ａ の
基 端 部 の 側 面 部 及 び 底 部 か ら 突 出 す る よ う に 、 か つ 湾 曲 伝 達 棒 １ ５ の 方 へ 延 出 し た 延 出 部
２ ０ ｂ を 有 す る 。 円 筒 状 部 ２ ０ ａ の 先 端 側 に は 開 口 部 が 設 け ら れ て い る 。 図 １ ８ に 示 す よ
う に 、 Ｈ 型 リ ン ク 部 材 １ ９ の 長 い 方 で あ る 一 方 の ２ つ の 腕 部 １ ９ ａ の 間 に 延 出 部 ２ ０ ｂ の
一 部 を 挟 む よ う に し て 、 延 出 部 ２ ０ ｂ を 貫 通 す る ピ ン ２ １ に よ っ て 連 結 さ れ て い る 。 ピ ン
２ １ は 、 Ｈ 型 リ ン ク 部 材 １ ９ の 端 部 に お い て レ ー ザ 溶 接 に よ っ て 固 定 さ れ て い る が 、 延 出
部 ２ ０ ｂ は 、 ピ ン ２ １ の 軸 を 回 動 中 心 と し て 、 回 動 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 さ ら に 、 図 １ ８ に 示 す よ う に 、 Ｈ 型 リ ン ク 部 材 １ ９ の 短 い 方 で あ る 他 方 の ２ つ の 腕 部 １
９ ｂ の 間 に リ ン ク ジ ョ イ ン ト １ ８ の 一 部 を 挟 む よ う に し て 、 リ ン ク ジ ョ イ ン ト １ ８ の １ つ
の 孔 を 貫 通 す る ピ ン ２ ２ に よ っ て 連 結 さ れ て い る 。 リ ン ク ジ ョ イ ン ト １ ８ は 、 略 直 方 体 形
状 を し て お り 、 ３ つ の 孔 が 形 成 さ れ て い る 。 ピ ン ２ ２ は 、 Ｈ 型 リ ン ク 部 材 １ ９ の 端 部 に お
い て レ ー ザ 溶 接 に よ っ て 固 定 さ れ て い る が 、 リ ン ク ジ ョ イ ン ト １ ８ は 、 ピ ン ２ ２ の 軸 を 回
動 中 心 と し て 、 回 動 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 リ ン ク ジ ョ イ ン ト １ ８ は 、 さ ら に 、 湾 曲 力 伝 達 棒 １ ５ を 挿 入 可 能 な 孔 部 を 有 す る 。 そ の
孔 部 に 挿 入 さ れ た 湾 曲 力 伝 達 棒 １ ５ は 、 湾 曲 力 伝 達 棒 １ ５ を 貫 通 す る ピ ン ２ ３ に よ っ て 連
結 さ れ て い る 。 ピ ン ２ ３ は 、 ピ ン ２ ２ の 軸 と は 直 交 す る 方 向 の 軸 を 有 す る 。 ピ ン ２ ３ は 、
リ ン ク ジ ョ イ ン ト １ ８ の 端 部 に お い て レ ー ザ 溶 接 に よ っ て 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 湾 曲 部 ベ ー ス 部 材 ２ ０ の 延 出 部 ２ ０ ｂ は 、 先 端 部 固 定 部 材 １ ２ の チ ャ ン ネ ル 形 状 部 の 内
部 に 空 間 内 に 配 置 さ れ 、 延 出 部 ２ ０ ｂ と 先 端 部 固 定 部 材 １ ２ と は 、 先 端 部 固 定 部 材 １ ２ の
両 側 面 の 互 い に 対 向 す る 位 置 か ら 嵌 入 す る ピ ン ２ ４ に よ っ て 連 結 さ れ 、 湾 曲 部 ベ ー ス 部 材
２ ０ は 、 こ れ ら ２ つ の ピ ン ２ ４ の 共 通 軸 を 回 動 中 心 と し て 、 回 動 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 従 っ て 、 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 操 作 部 ３ の 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ を 回 動 さ せ る こ と に よ っ
て 、 湾 曲 力 伝 達 棒 １ ５ が 操 作 部 ３ の 軸 方 向 に お い て 進 退 す る と 、 ピ ン ２ ４ を 回 動 中 心 と し
て 湾 曲 部 ベ ー ス 部 材 ２ ０ が 回 動 す る 。 図 １ ９ は 、 先 端 固 定 部 材 １ ２ を 点 線 で 示 し て 省 略 し
た 、 先 端 部 の 内 部 構 造 を 説 明 す る た め の 斜 視 図 で あ る 。 な お 、 ピ ン ２ １ ， ２ ２ ， ２ ３ 、 ２
４ は 、 そ れ ぞ れ ス テ ン レ ス 製 で あ る 。 操 作 部 ３ の 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ を 回 動 さ せ る こ と に
よ っ て 、 湾 曲 力 伝 達 棒 １ ５ が 操 作 部 ３ の 軸 方 向 に お い て 進 退 す る 機 構 に つ い て は 後 述 す る
。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 １ ５ に 戻 り 、 湾 曲 部 ベ ー ス 部 材 ２ ０ の 円 筒 状 部 ２ ０ ａ 内 に は 、 円 筒 状 の 回 動 部 ベ ー ス
部 材 ２ ５ が 、 回 動 部 ベ ー ス 部 材 ２ ５ の 軸 を 回 動 中 心 と し て 回 動 可 能 な よ う に 、 嵌 挿 さ れ て
い る 。 回 動 部 ベ ー ス 部 材 ２ ５ は 、 先 端 側 に 開 口 部 を 、 基 端 側 に 底 部 を 有 す る 。 回 動 部 ベ ー
ス 部 材 ２ ５ の 基 端 側 の 底 部 に は 、 孔 が 形 成 さ れ て お り 、 そ の 孔 に 回 動 力 伝 達 コ イ ル １ ７ の
先 端 部 が 挿 入 さ れ て 、 上 述 し た よ う に ろ う 付 け に よ っ て 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 回 動 力 伝 達 コ イ ル １ ７ は 、 基 端 側 に お い て 回 転 力 伝 達 パ イ プ １ ３ に 上 述 し た よ う に 、 ろ
う 付 け に よ っ て 固 定 さ れ 、 先 端 側 に お い て は 回 動 部 ベ ー ス 部 材 ２ ５ に 固 定 さ れ て い る 。 回
動 力 伝 達 コ イ ル １ ７ の 先 端 部 は 、 回 動 部 ベ ー ス 部 材 ２ ５ の 基 端 側 の 底 部 に 挿 入 さ れ て ろ う
付 け さ れ る 。 回 動 力 伝 達 コ イ ル １ ７ の 基 端 部 は 、 回 転 力 伝 達 パ イ プ １ ３ の 先 端 部 の 内 部 に
形 成 さ れ た 段 部 に 挿 入 さ れ て ろ う 付 け さ れ る 。 よ っ て 、 回 転 力 伝 達 パ イ プ １ ３ が 回 転 力 伝
達 パ イ プ １ ３ の 軸 を 回 動 中 心 と し て 回 動 す る と 、 回 転 力 伝 達 パ イ プ １ ３ の 回 動 量 を 処 置 部
４ へ 伝 達 す る よ う に 、 回 動 力 伝 達 コ イ ル １ ７ と 回 動 部 ベ ー ス 部 材 ２ ５ も 同 様 に 回 動 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 回 動 部 ベ ー ス 部 材 ２ ５ は 、 ス テ ン レ ス 製 で あ り 、 回 動 部 ベ ー ス 部 材 ２ ５ 内 に は 、 ワ イ ヤ
抜 け 止 め 受 け 部 材 ２ ６ が 内 挿 さ れ て い る 。 ワ イ ヤ 抜 け 止 め 受 け 部 材 ２ ６ は 、 ス テ ン レ ス 製
で あ り 、 基 端 側 に フ ラ ン ジ 部 を 有 す る 円 筒 部 材 で あ る 。
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【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ワ イ ヤ 抜 け 止 め 受 け 部 材 ２ ６ の 基 端 側 の 底 部 に は 、 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ が 挿 通 可 能 な 孔 が 設
け ら れ て い る 。 ワ イ ヤ 抜 け 止 め 受 け 部 材 ２ ６ の 先 端 側 の 円 筒 部 内 に は 、 ス テ ン レ ス 製 の 円
筒 状 の ワ イ ヤ 抜 け 止 め 部 材 ２ ７ が 内 挿 さ れ て い る 。 ワ イ ヤ 抜 け 止 め 部 材 ２ ７ は 、 牽 引 ワ イ
ヤ １ ４ の 先 端 部 に 設 け ら れ て 、 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ の 抜 け を 防 ぐ た め の 円 筒 形 状 の 部 材 で あ る
。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ワ イ ヤ 抜 け 止 め 部 材 ２ ７ の 円 筒 内 に は 、 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ が 挿 通 さ れ 、 ろ う 付 け に よ っ て
ワ イ ヤ 抜 け 止 め 部 材 ２ ７ と 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ が 固 定 さ れ て い る 。 ワ イ ヤ 抜 け 止 め 受 け 部 材 ２
６ の 先 端 側 の 底 部 に 、 ワ イ ヤ 抜 け 止 め 部 材 ２ ７ が 当 接 し て 引 っ 掛 か る よ う に す る こ と に よ
っ て 、 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ が 、 操 作 部 ３ 側 に 引 っ 張 ら れ た と き に 、 ワ イ ヤ 抜 け 止 め 受 け 部 材 ２
６ が 操 作 部 ３ 側 に 移 動 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 処 置 部 ４ の 先 端 部 に は 、 針 を 挟 持 す る ２ つ の 挟 持 部 材 を 含 む 挟 持 部 ８ が 設 け ら れ て お り
、 次 に こ の 挟 持 部 ８ の 構 成 を 説 明 す る 。 図 ２ ０ は 、 ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ の 先 端 部 の 背 面 図
で あ る 。 図 ２ １ は 、 図 ２ ０ の XXI-XXI線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。 図 ２ ２ は 、 図 ２ ０ の XXII-
XXII線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 回 動 部 ベ ー ス 部 材 ２ ５ に は 、 １ つ の 挟 持 部 材 で あ る 、 ス テ ン レ ス 製 の 可 動 挟 持 片 ２ ８ の
一 部 が 嵌 挿 さ れ て い る 。 可 動 挟 持 片 ２ ８ は 、 ２ つ の 切 り 欠 き 部 ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ を 有 す る 略
円 筒 形 状 で あ り 、 基 端 部 の 端 部 に お い て 、 接 着 剤 例 え ば エ ポ キ シ 樹 脂 系 の 接 着 剤 に よ り 、
回 動 部 ベ ー ス 部 材 ２ ５ 内 の ワ イ ヤ 抜 け 止 め 受 け 部 材 ２ ６ に 固 定 さ れ て い る 。 可 動 挟 持 片 ２
８ の 先 端 部 は 、 針 を 挟 持 す る た め の 平 面 部 を 有 し 、 こ こ で は 、 そ の 平 面 部 の 平 面 は 、 略 円
筒 形 状 の 可 動 挟 持 片 ２ ８ の 軸 に 対 し て 直 交 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 さ ら に 、 図 ２ １ 及 び 図 ２ ２ に 示 す よ う に 、 ワ イ ヤ 抜 け 止 め 受 け 部 材 ２ ６ の 円 筒 状 部 の 一
部 に は 凸 部 ２ ６ ａ が 形 成 さ れ て お り 、 一 方 可 動 挟 持 片 ２ ８ の 基 端 側 の 内 周 面 の 一 部 に も 凸
部 ２ ８ ｃ が 形 成 さ れ て い る 。 そ れ ぞ れ の 凸 部 を 、 相 手 方 の 凸 部 が な い 部 分 に お い て ぶ つ か
ら な い よ う に 嵌 め 合 わ せ て か ら 、 先 端 部 の 軸 方 向 に お い て 互 い に 凸 部 が 重 な る よ う に 軸 の
回 り で 回 転 さ せ て 、 上 述 し た よ う に 接 着 剤 に よ っ て 、 ワ イ ヤ 抜 け 止 め 受 け 部 材 ２ ６ と 可 動
挟 持 片 ２ ８ を 固 定 す る 。 こ の よ う に す る こ と に よ っ て 、 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ が 操 作 部 ３ 側 に 牽
引 さ れ て 移 動 す る と 、 ワ イ ヤ 抜 け 止 め 受 け 部 材 ２ ６ と 共 に 可 動 挟 持 片 ２ ８ も 、 操 作 部 ３ 側
に 移 動 す る 。 　
　 回 動 部 ベ ー ス 部 材 ２ ５ の 先 端 部 に は 、 ス テ ン レ ス 製 の 先 端 挟 持 片 取 り 付 け 部 材 ２ ９ が ピ
ン ３ ０ に よ っ て 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 ２ ３ か ら 図 ２ ６ は 、 挟 持 部 ８ の 構 成 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 　
　 図 ２ ３ は 、 先 端 部 の 処 置 部 の 外 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ ４ は 、 挟 持 部 の 内 部 構 成 を
示 す 図 で あ っ て 、 回 動 部 ベ ー ス 部 材 を 省 い て 示 し た 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ ５ は 、 挟 持 部 の 内
部 構 成 を 示 す 図 で あ っ て 、 回 動 部 ベ ー ス 部 材 お よ び 湾 曲 部 ベ ー ス 部 材 を 部 分 的 に 省 い て 示
し た 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ ６ は 、 挟 持 部 の 内 部 構 成 を 示 す 図 で あ っ て 、 回 動 部 ベ ー ス 部 材 、
湾 曲 部 ベ ー ス 部 材 お よ び 可 動 挟 持 片 を 部 分 的 に 省 い て 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 先 端 挟 持 片 取 り 付 け 部 材 ２ ９ は 、 図 １ ５ 、 図 ２ ４ か ら 図 ２ ６ に 示 す よ う に 、 基 端 側 に は
Ｔ 型 形 状 部 と 、 先 端 側 に は 棒 状 部 と を 有 す る 。 基 端 側 の Ｔ 型 形 状 部 は 、 回 動 部 ベ ー ス 部 材
２ ５ の 軸 に 直 交 す る 方 向 に 延 出 し た 延 出 部 ２ ９ ａ を 有 す る 。 延 出 部 ２ ９ ａ は 、 可 動 挟 持 片
２ ８ の ２ つ の 切 り 欠 き 部 ２ ８ ａ 、 ２ ８ ｂ 内 に 摺 動 可 能 な よ う に 嵌 挿 さ れ 、 か つ 、 延 出 部 ２
９ ａ と 回 動 部 ベ ー ス 部 材 ２ ５ と は 、 延 出 部 ２ ９ ａ を 貫 通 す る ピ ン ３ ０ に よ っ て 固 定 さ れ て
い る 。 ピ ン ３ ０ は 、 端 部 に お い て レ ー ザ 溶 接 に よ っ て 回 動 部 ベ ー ス 部 材 ２ ５ と 固 定 さ れ る
。
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【 ０ ０ ７ ２ 】
　 先 端 挟 持 片 取 り 付 け 部 材 ２ ９ の 先 端 部 に は 、 １ つ の 挟 持 部 材 で あ る 、 ス テ ン レ ス 製 の 先
端 挟 持 片 ３ １ が 、 ス テ ン レ ス 製 の ピ ン ３ ２ に よ っ て 固 定 さ れ て い る 。 ピ ン ３ ２ は 、 端 部 に
お い て レ ー ザ 溶 接 に よ っ て 先 端 挟 持 片 ３ １ と 固 定 さ れ る 。 先 端 挟 持 片 ３ １ は 、 円 環 状 で あ
り 、 可 動 挟 持 片 ２ ８ の 先 端 部 の 平 面 部 に 対 し て 平 行 な 平 面 部 を 有 す る 。 従 っ て 、 後 述 す る
よ う に 、 開 閉 レ バ ー ５ に 対 す る 開 閉 動 作 に 応 じ て 、 先 端 挟 持 片 ３ １ の 平 面 部 と 可 動 挟 持 片
２ ８ の 平 面 部 と に よ っ て 挟 む よ う に 、 針 が 挟 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 針 の 挟 持 を 行 う 挟 持 面 で あ る 、 先 端 挟 持 片 ３ １ の 平 面 部 と 可 動 挟 持 片 ２ ８ の 平 面 部 の そ
れ ぞ れ の 表 面 は 、 滑 り 止 め 加 工 が 施 さ れ て い る 。 滑 り 止 め 加 工 と し て は 、 放 電 加 工 、 ロ ー
レ ッ ト 加 工 、 金 属 メ ッ キ へ の ダ イ ヤ モ ン ド 微 小 粉 末 の 吹 き つ け 処 理 加 工 等 が あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 円 筒 状 の 可 動 挟 持 片 ２ ８ の 先 端 部 に は 、 内 向 フ ラ ン ジ が 設 け ら れ て お り 、 そ の 内 向 フ ラ
ン ジ 部 の 内 側 面 と 、 そ の 内 側 面 に 対 向 す る 、 先 端 挟 持 片 取 り 付 け 部 材 ２ ９ の 延 出 部 ２ ９ ａ
の 先 端 側 面 と の 間 に 、 ス テ ン レ ス 製 の バ ネ ３ ３ が 圧 縮 さ れ た 状 態 で 、 先 端 挟 持 片 取 り 付 け
部 材 ２ ９ の 棒 状 部 に 介 装 さ れ る よ う に し て 設 け ら れ て い る 。 従 っ て 、 バ ネ ３ ３ は 、 ２ つ の
挟 持 部 材 の 少 な く と も 一 方 を 、 他 方 に 密 着 す る 方 向 に 常 に 付 勢 す る 付 勢 手 段 の 一 部 を 構 成
す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 次 に 、 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ の 処 置 部 ４ の 動 作 を 説 明 す る 。 　
　 ま ず 、 挟 持 部 ８ の 開 閉 動 作 を 説 明 す る 。 図 ２ ７ か ら 図 ２ ９ は 、 ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ の 処
置 部 ４ の 挟 持 部 ８ が 開 い た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。 図 ２ ７ は 、 ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ の 処 置 部
４ の 挟 持 部 ８ が 開 い た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ ８ は 、 ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ の 処 置 部
４ の 挟 持 部 ８ が 開 い た 状 態 を 示 す 背 面 図 で あ る 。 図 ２ ９ は 、 ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ の 処 置 部
４ の 挟 持 部 ８ が 開 い た 状 態 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 先 端 挟 持 片 取 り 付 け 部 材 ２ ９ は 、 回 動 部 ベ ー ス 部 材 ２ ５ に 固 定 さ れ て い る の で 、 先 端 挟
持 片 取 り 付 け 部 材 ２ ９ に 固 定 さ れ て い る 先 端 挟 持 片 ３ １ は 、 回 動 部 ベ ー ス 部 材 ２ ５ に 対 し
て 固 定 さ れ た 位 置 関 係 を 有 す る 。 言 い 換 え れ ば 、 先 端 挟 持 片 ３ １ は 、 湾 曲 部 ベ ー ス 部 材 ２
０ に 対 し て も 長 軸 方 向 に 固 定 さ れ た 位 置 関 係 を 有 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 一 方 、 開 閉 レ バ ー ５ の 開 操 作 が さ れ て す な わ ち 開 閉 レ バ ー ５ が 押 さ れ て 、 牽 引 ワ イ ヤ １
４ が 牽 引 さ れ る こ と に よ っ て 、 操 作 部 ３ 側 に 移 動 可 能 な ワ イ ヤ 抜 け 止 め 受 け 部 材 ２ ６ に 固
定 さ れ か つ 引 っ 掛 け ら れ た 可 動 挟 持 片 ２ ８ は 、 バ ネ ３ ３ が 伸 長 す る 方 向 に 掛 か る 力 に 抵 抗
し な が ら 、 可 動 挟 持 片 ２ ８ は 、 先 端 挟 持 片 ３ １ か ら 離 間 す る 方 向 で あ る 操 作 部 ３ 側 に 移 動
す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ が 牽 引 さ れ る と 、 可 動 挟 持 片 ２ ８ は 、 牽 引 ワ
イ ヤ １ ４ の 進 退 動 作 に 応 じ た 量 だ け 、 図 ２ ７ の 矢 印 に 示 す 方 向 に 移 動 す る 。 す な わ ち 、 バ
ネ ３ ３ に よ る 、 他 方 の 挟 持 部 材 で あ る 先 端 挟 持 片 ３ １ に 密 着 す る 方 向 の 付 勢 力 に 抗 し て 、
一 方 の 挟 持 部 材 で あ る 可 動 挟 持 片 ２ ８ は 、 開 閉 操 作 に お け る 開 操 作 に よ っ て 、 処 置 部 ４ の
先 端 部 に 位 置 す る 先 端 挟 持 片 ３ １ か ら 離 間 す る 方 向 に 移 動 す る 。 こ の と き 、 図 ２ ９ に 示 す
よ う に 、 バ ネ ３ ３ は 、 図 １ ５ に 示 す 開 閉 レ バ ー ５ の 開 操 作 が さ れ て い な い 状 態 よ り も 、 さ
ら に 圧 縮 さ れ た 状 態 と な り 、 開 閉 レ バ ー ５ を 押 す 、 開 操 作 が さ れ な く な る と 、 バ ネ ３ ３ の
伸 長 力 に よ っ て 、 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ は 、 バ ネ ３ ３ に よ る 、 可 動 挟 持 片 ２ ８ を 、 先 端 挟 持 片 ３
１ に 密 着 す る 方 向 へ の 付 勢 力 に よ っ て 、 処 置 部 ４ 側 に 引 っ 張 ら れ る 。 そ の 結 果 、 挟 持 部 ８
に お い て 、 先 端 挟 持 片 ３ １ の 平 面 部 と 可 動 挟 持 片 ２ ８ の 平 面 部 の 間 に 位 置 す る 針 が 挟 持 さ
れ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 次 に 回 動 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 　
　 針 が 挟 持 さ れ た 状 態 に お い て 、 あ る い は 針 が 挟 持 さ れ て い な い 状 態 に お い て 、 回 動 ダ イ
ヤ ル ７ が 回 動 さ れ る と 、 軸 部 材 で あ る 回 動 力 伝 達 パ イ プ １ ３ が 軸 を 回 動 中 心 と し て 回 動 す
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る た め に 、 回 動 力 伝 達 パ イ プ １ ３ に 固 定 さ れ た 回 動 力 伝 達 パ イ プ １ ７ が 回 動 し 、 回 動 力 伝
達 パ イ プ １ ７ に 固 定 さ れ た 回 動 部 ベ ー ス 部 材 ２ ５ も 回 動 す る 。 回 動 ダ イ ヤ ル ７ が 回 動 さ れ
た 量 に 応 じ て 、 回 動 力 伝 達 パ イ プ １ ３ が 回 動 す る の で 、 回 動 ダ イ ヤ ル ７ が 回 動 さ れ た 量 に
応 じ た 回 動 量 が 、 処 置 部 ４ へ 伝 達 さ れ る 。 そ の 結 果 、 挟 持 部 ８ を 構 成 す る 先 端 挟 持 片 ３ １
と 可 動 挟 持 片 ２ ８ と は 回 動 部 ベ ー ス 部 材 ２ ５ に 連 動 し て 共 に 回 動 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ま た 、 可 動 挟 持 片 ２ ８ と ワ イ ヤ 抜 け 止 め 受 け 部 材 ２ ６ と は 固 定 さ れ て お り
、 か つ 、 上 記 先 端 挟 持 片 取 り 付 け 部 材 ２ ９ に お け る 延 出 部 ２ ９ ａ が 上 記 切 り 欠 き 部 ２ ８ ａ
、 ２ ８ ｂ に 挿 通 さ れ て い る の で 、 回 動 部 ベ ー ス 部 材 ２ ５ と ワ イ ヤ 抜 け 止 め 受 け 部 材 ２ ６ と
は 協 動 し て 共 に 回 動 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ま た 、 こ の と き 、 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ と 、 そ の 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ に 固 定 さ れ た ワ イ ヤ 抜 け 止 め
部 材 ２ ７ は 、 ワ イ ヤ 抜 け 止 め 受 け 部 材 ２ ６ に 対 し て 摺 動 可 能 と な っ て い る た め 、 回 動 部 ベ
ー ス 部 材 ２ ５ が 回 動 し て も 、 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ と ワ イ ヤ 抜 け 止 め 部 材 ２ ７ は 、 当 該 回 動 部 ベ
ー ス 部 材 ２ ５ と 共 に 回 動 す る こ と は な い 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 次 に 角 度 可 変 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 　
　 図 ３ ０ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ の 処 置 部 ４ を 湾 曲 さ れ た と き の 断 面
図 で あ る 。 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ を 回 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 湾 曲 力 伝 達 棒 １ ５ が 、 図 １ ５
に 示 す 状 態 か ら 、 操 作 部 ３ 側 に 引 っ ぱ ら れ て い く と 、 リ ン ク ジ ョ イ ン ト １ ８ 及 び Ｈ 型 リ ン
ク １ ９ に よ っ て 、 湾 曲 部 ベ ー ス 部 材 ２ ０ を 、 ピ ン ２ ４ を 回 動 中 心 と し て 回 動 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ の 回 動 量 に 応 じ て 湾 曲 力 伝 達 棒 １ ５ が 進 退 す る こ と に よ っ て 、 処 置
部 ４ の 湾 曲 量 、 す な わ ち 湾 曲 角 度 が 変 化 す る 。 よ っ て 、 術 者 は 、 上 述 し た よ う に 、 手 術 の
状 況 に 応 じ て 、 処 置 部 ４ を 挿 入 部 ２ の 軸 に 対 し て 所 望 の 角 度 に し て 、 処 置 を 行 う こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 処 置 部 ４ の 軸 、 す な わ ち 挟 持 部 ８ の 先 端 挟 持 片 ３ １ と 可 動 挟 持 片 ２ ８ の 挟 持 面 に 直 交 す
る 方 向 の 軸 の 、 挿 入 部 ２ の 軸 に 対 す る 角 度 は 、 ０ 度 か ら ９ ２ 度 程 度 の 範 囲 で 、 変 更 可 能 で
あ る が 、 各 部 材 の 位 置 関 係 を 調 整 す る こ と に よ っ て 、 角 度 の 変 更 範 囲 は 種 々 変 更 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 こ こ で 、 図 ３ １ な い し 図 ３ ５ を 用 い て ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ の 処 置 部 ４ の 湾 曲 回 転 中 心 位
置 に つ い て 説 明 す る 。 　
　 図 ３ １ な い し 図 ３ ３ に お い て 、 　
　 ｌ ： 回 動 力 伝 達 コ イ ル １ ７ と 回 動 力 伝 達 パ イ プ １ ３ が 接 合 さ れ て い る 面 と 、 ピ ン ２ ４ （
湾 曲 回 転 中 心 ） の 中 心 軸 と の 挿 入 部 長 手 方 向 の 距 離 　
　 ｒ ： 湾 曲 部 ベ ー ス 部 材 ２ ０ に 設 け ら れ た コ イ ル ガ イ ド の 半 径 　
　 ｋ ： コ イ ル ガ イ ド の 回 転 中 心 Ｏ と ピ ン ２ ４ の 水 平 方 向 お よ び 鉛 直 方 向 の 距 離 　
　 点 Ａ （ ｒ ， ０ ） ： 回 動 力 伝 達 コ イ ル １ ７ が 、 湾 曲 部 ベ ー ス 部 材 ２ ０ に 設 け ら れ た コ イ ル
ガ イ ド の 先 端 側 で 接 す る 点 　
　 点 Ｂ （ Ｘ 1， Ｙ 1） ： 回 動 力 伝 達 コ イ ル １ ７ と 回 動 力 伝 達 パ イ プ １ ３ が 接 合 さ れ て い る 面
上 の 最 も 湾 曲 力 伝 達 棒 １ ５ に 近 い 点 　
　 点 Ｃ （ Ｘ 2， Ｙ 2） ： 回 動 力 伝 達 コ イ ル １ ７ と 湾 曲 部 ベ ー ス 部 材 ２ ０ に 設 け ら れ た コ イ ル
ガ イ ド が 接 す る 点 　
　 θ ： 挿 入 部 と 先 端 部 の な す 角 度 （ ０ 度 ～ 　 -９ ０ 度 ） ， 湾 曲 角 　
　 Ｌ ： 回 動 力 伝 達 コ イ ル １ ７ の 点 Ａ ～ 点 Ｃ ～ 点 Ｂ の 長 さ 　
　 ｔ ： 湾 曲 部 ベ ー ス 部 材 ２ ０ と 回 動 部 ベ ー ス 部 材 ２ ５ の 隙 間 　
で あ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
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　 処 置 部 ４ を 湾 曲 さ せ る の に 伴 い Ｌ が 変 化 し て し ま う 。 こ の 長 さ 変 化 分 は 湾 曲 部 ベ ー ス 部
材 ２ ０ と 回 動 部 ベ ー ス 部 材 ２ ５ と の 隙 間 ｔ と し て 現 れ る 。 隙 間 ｔ の 変 化 が 大 き い と 、 以 下
の よ う な 状 況 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
（ １ ） 先 端 の 針 把 持 部 が 把 持 部 の 長 軸 方 向 に 進 退 し て 作 業 し づ ら い 　
（ ２ ） 隙 間 ｔ が ０ に な っ た 状 態 か ら Ｌ が さ ら に 長 く な る と 、 回 動 部 ベ ー ス 部 材 ２ ５ が 湾 曲
部 ベ ー ス 部 材 ２ ０ に 対 し て 押 し 付 け ら れ る た め 、 回 動 に 要 す る 力 が 大 き く な る 　
（ ３ ） 隙 間 ｔ が 大 き く な る と 把 持 力 が 減 少 し ， さ ら に 大 き く な る と 把 持 部 が 開 い て し ま う
　 こ の よ う な （ １ ） ～ （ ３ ） の 状 況 に よ り 、 湾 曲 に 伴 う Ｌ の 長 さ 変 化 は 極 力 小 さ く す る 必
要 が あ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 そ こ で 、 本 実 施 形 態 で は 、 以 下 の よ う に 処 置 部 ４ の 湾 曲 回 転 中 心 位 置 を 設 定 し 、 湾 曲 に
伴 う Ｌ の 長 さ 変 化 を 抑 制 し て い る 。 　
　 す な わ ち 、 ｒ ， ｌ ， ｋ を 設 定 す る こ と で ， 湾 曲 角 θ の と き の Ｌ を 求 め る 。 Ｌ の 変 化 が 小
さ く な る よ う に ｒ ， ｌ ， ｋ を 調 整 す る （ Ｌ を 求 め る 過 程 で 点 Ｂ ， 点 Ｃ の 座 標 値 Ｘ 1， Ｙ 1，
Ｘ 2， Ｙ 2を 使 用 す る ） 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
点 Ｂ の 座 標 値 　
　 Ｘ 1＝ （ ｒ － ｋ ） ｃ ｏ ｓ θ ＋ ｌ ｓ ｉ ｎ θ ＋ ｋ 　
　 Ｙ 1＝ （ ｒ － ｋ ） ｓ ｉ ｎ θ － ｌ ｃ ｏ ｓ θ － ｋ
点 Ｃ の 座 標 値 　
Ｘ 2＝ （ ｒ 2 － Ｙ 1Ｙ 2） ／ Ｘ 1　
Ｙ 2＝ ［ ｒ 2 Ｙ 1＋ ｛ ｒ 4 Ｙ 1 2 － （ Ｘ 1 2 ＋ Ｙ 1 2 ） （ ｒ 4 － ｒ 2 Ｘ 1 2 ） ｝ 1 / 2 ］ ／ （ Ｘ 1 2 ＋ Ｙ 1 2 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ Ｘ 1≧ ０ ） 　
ｏ ｒ 　
Ｙ 2＝ ［ ｒ 2 Ｙ 1－ ｛ ｒ 4 Ｙ 1 2 － （ Ｘ 1 2 ＋ Ｙ 1 2 ） （ ｒ 4 － ｒ 2 Ｘ 1 2 ） ｝ 1 / 2 ］ ／ （ Ｘ 1 2 ＋ Ｙ 1 2 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ Ｘ 1＜ ０ ） 　
コ イ ル 内 側 長 さ Ｌ 　
　 Ｌ ＝ ｒ ａ ｃ ｏ ｓ （ Ｘ 2／ ｒ ） ＋ ｛ （ Ｘ 1－ Ｘ 2） 2 ＋ （ Ｙ 1－ Ｙ 2） 2 ｝ 1 / 2 　 （ 実 際 に は θ の
関 数 ）
　 上 記 各 式 に よ り 、 湾 曲 の 回 転 中 心 位 置 を 適 切 に 設 定 す る こ と で 、 Ｌ の 変 化 を 小 さ く 抑 え
る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 例 え ば 、 　
ｋ ＝ π ｒ /４ （ コ イ ル ガ イ ド の 半 径 中 心 Ｏ と 湾 曲 回 転 中 心 の 距 離 は √ 2π ｒ /４ ） 　
と し て や る と 、 θ が ０ ° の 時 と － ９ ０ ° の 時 の Ｌ の 変 化 が ０ に な る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ｒ ＝ ３ ［ ｍ ｍ ］ ， ｌ ＝ ６ ． ４ ［ ｍ ｍ ］ の 条 件 で は ， 　
ｋ ＝ ２ ． ３ ５ ６ １ と す る と ， θ が ０ ° の 時 と － ９ ０ ° の 時 の Ｌ の 変 化 が ０ に な り ， さ ら に
θ が ０ ° か ら － ９ ０ ° ま で 変 化 す る と き の Ｌ の 変 化 は 図 ３ ４ の よ う に な り 、 こ の 範 囲 で 湾
曲 さ せ る 際 Ｌ の 変 化 を ０ ． ２ ［ ｍ ｍ ］ 程 度 に 収 め る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 参 考 に ｋ ＝ ３ と し た 場 合 の Ｌ の 変 化 を 図 ３ ５ に 示 す 。 こ の と き ０ ° か ら ９ ０ ° の 湾 曲 範
囲 で の Ｌ の 長 さ 変 化 は １ ． ３ ［ ｍ ｍ ］ 程 度 と 大 き く な り 、 回 転 中 心 位 置 が 重 要 で あ る こ と
が 分 か る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 操 作 部 に つ い て 説 明 す る 。 　
　 図 ３ ６ は 、 本 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ の 正 面 図 、 図 ３ ７ は 、 本 実 施 形 態 の ニ ー ド ル
ド ラ イ バ の 背 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ３ ８ は 、 本 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 操 作
部 ３ を 一 側 方 （ 左 側 方 ） か ら 見 た 要 部 側 面 図 で あ り 、 図 ３ ９ は 、 上 記 当 該 操 作 部 ３ を 図 ３
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８ に お け る Ｘ Ｘ Ｘ Ｖ Ｉ Ｉ － Ｘ Ｘ Ｘ Ｖ Ｉ Ｉ で 切 り 取 っ て 示 し た 要 部 断 面 図 で あ り 、 当 該 操 作
部 ３ を 背 面 側 か ら み た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 さ ら に 、 図 ４ ０ は 、 上 記 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 回 動 ダ イ ヤ ル ７ 、 角 度 可
変 ダ イ ヤ ル ６ 及 び 開 閉 レ バ ー ５ を 当 該 操 作 部 ３ の 外 装 部 を 省 い て 示 し た 要 部 斜 視 図 で あ る
。 ま た 、 図 ４ １ は 、 上 記 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 回 動 ダ イ ヤ ル ７ 、 角 度 可 変
ダ イ ヤ ル ６ を 当 該 操 作 部 ３ の 外 装 部 を 省 い て 示 し た 要 部 拡 大 斜 視 図 で あ り 、 処 置 部 ４ を 湾
曲 さ せ た と き の 状 態 を 示 し 、 図 ４ ２ は 、 上 記 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 回 動 ダ
イ ヤ ル ７ 、 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ を 当 該 操 作 部 ３ の 外 装 部 を 省 い て 示 し た 要 部 拡 大 斜 視 図 で
あ り 、 処 置 部 ４ の 初 期 状 態 （ 湾 曲 さ せ な い ） と き の 状 態 を 示 す 。 さ ら に 、 図 ４ ３ は 、 上 記
実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 開 閉 レ バ ー ５ を 当 該 操 作 部 ３ の 外 装 部 を 省 い て 示 し
た 要 部 拡 大 斜 視 図 で あ り 、 処 置 部 ４ を 閉 じ た と き の 状 態 を 示 し 、 図 ４ ４ は 、 上 記 実 施 形 態
の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 開 閉 レ バ ー ５ を 当 該 操 作 部 ３ の 外 装 部 を 省 い て 示 し た 要 部 拡
大 斜 視 図 で あ り 、 処 置 部 ４ を 開 い た と き の 状 態 を 示 す 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 の 外 科 用 処 置 具 で あ る 針 持 器 と し て の ニ ー ド ル ド ラ イ バ １
は 、 挿 入 部 ２ 、 操 作 部 ３ 及 び 挿 入 部 ２ の 先 端 に 設 け ら れ た 処 置 部 ４ と で 主 要 部 が 構 成 さ れ
る が 、 上 記 操 作 部 ３ は 、 前 記 処 置 部 ４ に お け る 各 種 動 作 の 操 作 機 構 を 備 え 、 上 記 挿 入 部 ２
の 基 端 側 に 一 体 的 に 配 設 さ れ て い る （ 図 ３ ６ 図 ３ ７ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 以 下 、 本 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ に お け る 操 作 部 ３ に つ い て 説 明 す る 。 　
　 図 ３ ６ 乃 至 図 ４ ０ に 示 す よ う に 、 操 作 部 ３ は 、 挿 入 部 ２ の 基 端 側 に お い て 当 該 挿 入 部 ２
の 長 軸 と 同 軸 上 に 一 体 的 に 配 設 さ れ 、 略 長 方 体 形 状 を 呈 す る 外 装 部 材 １ ３ １ に 覆 わ れ て い
る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 操 作 部 ３ の 一 側 方 に は 、 当 該 操 作 部 ３ の 基 端 部 を 回 動 中 心 と す る 開 閉 レ バ ー ５ が 操 作 部
３ の 一 側 方 に 向 け て 揺 動 可 能 に 配 設 さ れ て い る 。 　
　 上 記 開 閉 レ バ ー ５ は 、 処 置 部 ４ の 開 閉 操 作 を す る た め の 開 閉 操 作 部 と し て の レ バ ー で あ
っ て 、 操 作 部 ３ の 基 端 部 一 側 方 に 設 け ら れ た 軸 １ ５ １ を 回 動 中 心 と し て 揺 動 可 能 に 配 設 さ
れ 、 そ の 自 由 端 部 は 当 該 操 作 部 ３ の 基 端 部 か ら 先 端 側 に 向 け て 延 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 ま た 、 上 記 自 由 端 部 の 中 程 に は 後 述 す る リ ン ク １ ５ ２ が 外 装 部 材 １ ３ １ に 内 設 す る 開 閉
操 作 機 構 １ ７ １ と の 間 に 架 設 さ れ 、 さ ら に 該 リ ン ク １ ５ ２ を 介 し て 外 装 部 材 １ ３ １ か ら 離
間 す る 方 向 に 向 け て 上 述 し た バ ネ ３ ３ の 付 勢 力 が 印 加 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 さ ら に 、 外 装 部 材 １ ３ １ の 長 軸 方 向 中 程 で あ っ て 、 開 閉 レ バ ー ５ の 自 由 端 部 先 方 の 近 傍
に お い て 、 一 側 方 （ 図 ３ ６ 中 、 左 側 方 ） に 向 け て 、 術 者 の 指 お き 用 凸 部 １ ３ ３ が 突 設 さ れ
て い る 。 こ の 指 お き 用 凸 部 １ ３ ３ の 突 設 方 向 の 高 さ は 、 開 閉 レ バ ー ５ の 自 由 端 部 の 揺 動 範
囲 に 応 じ て 、 す な わ ち 、 先 端 部 の 最 大 離 間 位 置 に 応 じ て 適 切 な 値 に 決 め ら れ て い る 。 具 体
的 に は 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 術 者 が 所 定 の 指 （ 本 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ で は
、 親 指 を 想 定 す る ） に よ っ て 当 該 開 閉 レ バ ー ５ を 操 作 す る 前 後 に お い て 、 一 時 的 に 当 該 指
を 当 該 指 お き 用 凸 部 １ ３ ３ に 当 接 し て 操 作 部 ３ を 把 持 す る こ と を 想 定 し て お り 、 こ れ に よ
り 、 開 閉 レ バ ー ５ の 非 操 作 時 に お い て ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ を よ り 安 定 し て 把 持 す る こ と が
で き 、 確 実 な 手 技 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 図 ３ ６ に 戻 っ て 、 外 装 部 材 １ ３ １ の 長 軸 方 向 中 程 に は 、 他 側 方 （ 図 ３ ６ 中 、 右 側 方 ） に
向 け て は 、 後 述 す る ダ イ ヤ ル 操 作 ユ ニ ッ ト 用 １ ０ １ が 内 設 さ れ る 凸 部 １ ３ ２ が 突 設 さ れ て
い る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 上 記 凸 部 １ ３ ２ の 正 面 側 （ 図 ３ ６ 参 照 ） に は 、 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ 露 出 用 の 開 口 溝 １ ３
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６ ａ お よ び 回 動 ダ イ ヤ ル ７ 用 の 開 口 溝 １ ３ ７ ａ が 、 外 装 部 材 １ ３ １ の 長 軸 方 向 に 沿 っ て 穿
設 さ れ て い る 。 こ れ ら 開 口 溝 １ ３ ６ ａ と 開 口 溝 １ ３ ７ ａ と は 、 外 装 部 材 １ ３ １ の 長 軸 方 向
に 沿 っ て そ れ ぞ れ 、 当 該 操 作 部 ３ の 他 側 面 寄 り （ 図 ３ ６ 中 、 右 側 面 ） の 位 置 と 中 心 寄 り の
位 置 と に 軌 条 に 配 置 さ れ る が 、 開 口 溝 １ ３ ６ ａ は 、 開 口 溝 １ ３ ７ ａ に 対 し て よ り 操 作 部 ３
の 基 端 側 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 一 方 、 上 記 凸 部 １ ３ ２ の 背 面 側 （ 図 ３ ７ 参 照 ） に お け る 、 上 記 開 口 溝 １ ３ ６ ａ お よ び 開
口 溝 １ ３ ７ ａ に 対 向 す る 位 置 に は 、 そ れ ぞ れ 、 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ 露 出 用 の 開 口 溝 １ ３ ６
ｂ お よ び 回 動 ダ イ ヤ ル ７ 用 の 開 口 溝 １ ３ ７ ｂ が 穿 設 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 そ し て 、 こ れ ら 開 口 溝 １ ３ ６ ａ 、 １ ３ ６ ｂ お よ び 開 口 溝 １ ３ ７ ａ 、 １ ３ ７ ｂ か ら は 、 そ
れ ぞ れ 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ お よ び 回 動 ダ イ ヤ ル ７ が そ の 円 周 面 の 一 部 を 露 出 し て 配 設 さ れ
る よ う に な っ て い る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 す な わ ち 、 こ れ ら 開 口 溝 １ ３ ６ ａ 、 １ ３ ６ ｂ お よ び 開 口 溝 １ ３ ７ ａ 、 １ ３ ７ ｂ に お い て
、 そ れ ぞ れ 露 出 し て 配 設 さ れ る 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ お よ び 回 動 ダ イ ヤ ル ７ は 、 角 度 可 変 ダ
イ ヤ ル ６ の 方 が 操 作 部 ３ の 基 端 側 で あ っ て 、 操 作 部 ３ の 外 側 の 位 置 に 配 置 さ れ る こ と と な
る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 次 に 、 処 置 部 ４ の 延 出 方 向 の 角 度 の 変 更 操 作 を す る た め の 角 度 変 更 操 作 部 と し て の 角 度
可 変 ダ イ ヤ ル ６ と 、 処 置 部 ４ の 回 動 操 作 を す る た め の 回 動 操 作 部 と し て の 回 動 ダ イ ヤ ル ７
お よ び そ の 周 辺 部 に つ い て 、 図 ３ ９ 乃 至 図 ４ ２ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 操 作 部 ３ の 長 軸 方 向 中 程 か ら 挿 入 部 ２ 側 寄 り に は 、 す な わ ち 、 上 記 凸 部 １ ３ ２ に は 、 処
置 部 ４ の 回 動 操 作 機 構 を 構 成 す る 回 動 ダ イ ヤ ル ７ 、 お よ び 、 処 置 部 ４ の 角 度 可 変 操 作 機 構
を 構 成 す る 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 こ れ ら 回 動 ダ イ ヤ ル ７ お よ び 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ は 、 共 に ダ イ ヤ ル 操 作 ユ ニ ッ ト １ ０ １
に 組 み 込 ま れ 、 所 定 の 位 置 に お い て 回 動 自 在 と な る よ う に 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 な お 、 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ お よ び 回 動 ダ イ ヤ ル ７ の 外 周 面 に は 、 操 作 性 を 考 慮 し て 、 本
実 施 形 態 に お い て は ロ ー レ ッ ト 加 工 が 施 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 上 記 ダ イ ヤ ル 操 作 ユ ニ ッ ト 用 １ ０ １ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 等 で 形 成 さ れ た 台 座 １ ０ ２ 、 こ の
台 座 １ ０ ２ に 垂 設 さ れ た 保 持 用 突 片 １ １ １ ， １ １ ３ ， １ １ ４ 、 お よ び 上 記 保 持 用 突 片 １ １
１ お よ び １ １ ３ を 連 結 す る 部 材 １ １ ２ で 構 成 さ れ た 保 持 ユ ニ ッ ト に 、 上 記 回 動 ダ イ ヤ ル ７
、 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ お よ び こ れ ら 回 動 ダ イ ヤ ル ７ 、 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ に そ れ ぞ れ 係 合
す る ベ ベ ル ギ ヤ ユ ニ ッ ト １ ２ ３ ， １ ２ １ 等 が 組 み 込 ま れ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 上 記 台 座 １ ０ ２ は 、 略 短 冊 形 状 を 呈 す る 硬 質 の 板 状 部 材 で あ り 、 そ の 一 端 部 に は 保 持 用
突 片 １ １ １ が ね じ 等 に よ り 一 体 的 に 垂 設 さ れ 、 さ ら に 他 端 部 に は 保 持 用 突 片 １ １ ３ が 上 記
同 様 に ね じ 等 に よ り 一 体 的 に 垂 設 さ れ て い る 。 ま た 、 こ れ ら 保 持 用 突 片 １ １ １ と 保 持 用 突
片 １ １ ３ と は 、 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ お よ び 回 動 ダ イ ヤ ル ７ の 配 置 位 置 に 対 応 し た 段 差 が 形
成 さ れ た 連 結 部 材 １ １ ２ に よ り 連 結 さ れ て い る 。 な お 、 こ の 連 結 部 材 １ １ ２ は ね じ １ １ ８
、 １ １ ９ に よ り そ れ ぞ れ 保 持 用 突 片 １ １ １ 、 １ １ ３ に 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 ま た 、 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ お よ び 回 動 ダ イ ヤ ル ７ に は 、 イ ン ナ ー ベ ベ ル ギ ヤ ６ １ お よ び
イ ン ナ ー ベ ベ ル ギ ヤ ７ １ が 、 そ れ ぞ れ 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ お よ び 回 動 ダ イ ヤ ル ７ に 対 し て
同 軸 上 に 配 設 さ れ 、 当 該 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ お よ び 回 動 ダ イ ヤ ル ７ と 一 体 的 に 回 動 す る よ
う に な っ て い る 。
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【 ０ １ １ １ 】
　 ま た 、 イ ン ナ ー ベ ベ ル ギ ヤ ６ １ お よ び イ ン ナ ー ベ ベ ル ギ ヤ ７ １ に は 、 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル
６ お よ び 回 動 ダ イ ヤ ル ７ と 共 通 の 回 動 軸 で あ る 回 動 軸 ６ ａ お よ び 回 動 軸 ７ ａ が 一 体 に 形 成
さ れ て お り 、 こ れ ら 回 動 軸 ６ ａ お よ び 回 動 軸 ７ ａ は 、 上 記 連 結 部 材 １ １ ２ に 形 成 さ れ た 軸
孔 １ １ ２ ａ 、 軸 孔 １ １ ２ ｂ に そ れ ぞ れ 回 動 自 在 に 枢 支 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 さ ら に 、 イ ン ナ ー ベ ベ ル ギ ヤ ６ １ に は 、 ベ ベ ル ギ ヤ ユ ニ ッ ト １ ２ １ に お け る ベ ベ ル ギ ヤ
１ ２ ２ が 、 ま た 、 イ ン ナ ー ベ ベ ル ギ ヤ ７ １ に は ベ ベ ル ギ ヤ ユ ニ ッ ト １ ２ ３ に お け る ベ ベ ル
ギ ヤ １ ２ ４ が そ れ ぞ れ 噛 合 し て い る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 ベ ベ ル ギ ヤ １ ２ ２ は 太 径 の 回 動 軸 １ ２ ６ の 先 端 部 に 一 体 的 に 固 着 さ れ 、 該 回 動 軸 １ ２ ６
の 基 端 部 は 上 記 保 持 用 突 片 １ １ ３ に 形 成 さ れ た 軸 受 け 部 １ １ ３ ａ に 回 動 自 在 に 軸 支 さ れ て
い る 。 一 方 、 ベ ベ ル ギ ヤ １ ２ ４ は 、 太 径 の 回 動 軸 １ ２ ７ の 先 端 部 に 一 体 的 に 固 着 さ れ 、 該
回 動 軸 １ ２ ７ の 基 端 部 は 上 記 保 持 用 突 片 １ １ １ に 形 成 さ れ た 軸 受 け 部 １ １ １ ａ に 回 動 自 在
に 軸 支 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 以 下 、 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ の 回 動 力 を 処 置 部 ４ へ 伝 達 す る た め の 動 力 変 換 機 構 と 、 回 動
ダ イ ヤ ル ７ の 回 動 力 を 処 置 部 ４ へ 伝 達 す る た め の 動 力 変 換 機 構 に つ い て そ れ ぞ れ 説 明 す る
。
【 ０ １ １ ５ 】
　 ま ず は 、 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ に 係 る 動 力 変 換 機 構 に つ い て 説 明 す る 。 　
　 上 記 ベ ベ ル ギ ヤ ユ ニ ッ ト １ ２ １ に お い て 、 上 記 軸 受 け 部 １ １ ３ ａ に 回 動 自 在 に 軸 支 さ れ
る 回 動 軸 １ ２ ６ の 基 端 面 中 心 に は 、 当 該 回 動 軸 １ ２ ６ と 同 軸 に ウ ォ ー ム ね じ １ ２ ５ が 一 体
的 に 延 設 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の ウ ォ ー ム ね じ １ ２ ５ の 他 端 は 、 台 座 １ ０ ２ か ら 垂 設 さ れ
た 保 持 用 突 片 １ １ ４ に 回 動 自 在 に 軸 支 さ れ て い る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 上 記 ウ ォ ー ム ね じ １ ２ ５ に は 、 該 ウ ォ ー ム ね じ １ ２ ５ に 螺 合 し て 操 作 部 ３ の 長 軸 方 向 に
移 動 自 在 に 配 設 さ れ た 移 動 部 材 １ ６ １ が 係 合 し て い る 。 こ の 移 動 部 材 １ ６ １ は 外 周 面 が 矩
形 状 を 呈 す る ナ ッ ト 部 材 で あ り 、 そ の 底 辺 は 上 記 台 座 １ ０ ２ に 摺 動 自 在 に 当 接 し て い る 。
ま た 移 動 部 材 １ ６ １ は 、 ウ ォ ー ム ね じ １ ２ ５ に 対 し て 適 度 な フ リ ク シ ョ ン に よ り 螺 合 す る
も の で あ り 、 ウ ォ ー ム ね じ １ ２ ５ の 回 動 に 伴 っ て 、 台 座 １ ０ ２ 上 を 操 作 部 ３ の 適 当 な 操 作
部 ３ の 長 軸 方 向 に 摺 動 す る よ う に な っ て い る 。 す な わ ち 、 ウ ォ ー ム ね じ １ ２ ５ と 移 動 部 材
１ ６ １ と は カ ム － カ ム フ ォ ロ ワ の 関 係 を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 ま た 、 上 記 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ 、 イ ン ナ ー ベ ベ ル ギ ヤ ６ １ お よ び ウ ォ ー ム ね じ １ ２ ５ は
、 所 定 の 減 速 比 を も っ て 構 成 さ れ て お り 、 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ の 回 動 が 適 度 な 減 速 比 を 伴
っ て 移 動 部 材 １ ６ １ の 移 動 に 供 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 ま た 、 上 記 移 動 部 材 １ ６ １ の 一 辺 に は 突 片 １ ６ ２ が 突 設 さ れ 、 移 動 部 材 １ ６ １ の 移 動 に
伴 っ て 操 作 部 ３ の 長 軸 方 向 に 移 動 す る よ う に な っ て い る 。 こ の 突 片 １ ６ ２ の 先 端 部 に は 係
合 孔 １ ６ ２ ａ が 形 成 さ れ 、 該 係 合 孔 １ ６ ２ ａ に は 、 挿 入 部 ２ 側 に 向 け て 延 出 し た 連 結 棒 １
６ ３ の 一 端 が 嵌 合 固 着 さ れ て い る 。 ま た 、 突 片 １ ６ ２ の 基 端 側 で あ っ て 、 上 記 ベ ベ ル ギ ヤ
１ ２ ４ の 回 動 軸 の 延 長 上 に は 、 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ の 挿 通 孔 １ ６ ２ ｂ が 穿 設 さ れ て い る 。 そ し
て 、 挿 入 部 ２ か ら 延 設 さ れ る 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ は 、 当 該 突 片 １ ６ ２ の 位 置 お よ び 移 動 の 有 無
に 影 響 さ れ ず に 当 該 挿 通 孔 １ ６ ２ ｂ 内 を 自 在 に 移 動 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 一 方 、 上 記 連 結 棒 １ ６ ３ の 他 端 は 、 上 述 し た 湾 曲 力 伝 達 棒 １ ５ と の 連 結 部 １ ６ ４ に 形 成
さ れ た 係 合 孔 １ ６ ４ ａ に 嵌 合 固 着 さ れ て い る 。 連 結 部 １ ６ ４ の 一 端 に は 、 上 記 連 結 棒 １ ６
３ が 操 作 部 ３ の 基 端 側 か ら 嵌 合 す る が 、 他 端 に は 、 上 記 湾 曲 力 伝 達 棒 １ ５ が 係 合 孔 １ ６ ４
ｂ に 嵌 合 固 着 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 上 記 移 動 部 材 １ ６ １ の 移 動 に 連 動 し て 、 突 片 １ ６
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２ 、 連 結 棒 １ ６ ３ を 介 し て 連 結 部 １ ６ ４ が 操 作 部 ３ の 長 軸 方 向 に 移 動 す る こ と と な り 、 す
な わ ち 、 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ の 回 動 に 伴 っ て 、 湾 曲 力 伝 達 棒 １ ５ が 操 作 部 ３ の 長 軸 方 向 に
移 動 す る こ と と な る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 な お 、 連 結 部 １ ６ ４ に は 上 述 し た 回 動 力 伝 達 パ イ プ １ ３ と 係 合 す る ガ イ ド 溝 １ ６ ４ ｃ が
形 成 さ れ て お り 、 連 結 部 １ ６ ４ は 回 動 力 伝 達 パ イ プ １ ３ に 案 内 さ れ て 操 作 部 ３ の 長 軸 方 向
に 移 動 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 図 ４ １ は 、 上 記 移 動 部 材 １ ６ １ が 操 作 部 ３ の 最 も 基 端 側 に 位 置 し た と き の 様 子 を 示 し た
図 で あ り 、 こ の と き 処 置 部 ４ は 湾 曲 し た 状 態 と な っ て い る 。 ま た 、 図 ４ ２ は 、 上 記 移 動 部
材 １ ６ １ が 操 作 部 ３ の 最 も 先 端 側 に 位 置 し た と き の 様 子 を 示 し た 図 で あ り 、 こ の と き 処 置
部 ４ は 湾 曲 し な い 初 期 状 態 を 保 っ て い る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 こ こ で 、 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ に 係 る 動 力 変 換 機 構 お よ び 当 該 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ の 操 作
に 伴 う 処 置 部 ４ の 作 用 に つ い て 、 術 者 の 立 場 に 立 っ て 説 明 す る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 術 者 が 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ を 回 動 す る と 、 上 述 し た よ う に 当 該 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ の 回
動 量 に 応 じ て イ ン ナ ー ベ ベ ル ギ ヤ ６ １ 、 ベ ベ ル ギ ヤ ユ ニ ッ ト １ ２ １ 、 ウ ォ ー ム ね じ １ ２ ５
、 移 動 部 材 １ ６ １ お よ び 突 片 １ ６ ２ が 可 動 し 、 湾 曲 力 伝 達 棒 １ ５ が 操 作 部 ３ の 長 軸 方 向 に
移 動 （ 進 退 ） す る 。 そ し て 、 こ の 湾 曲 力 伝 達 棒 １ ５ の 進 退 に よ り 、 処 置 部 ４ の 湾 曲 量 、 す
な わ ち 湾 曲 角 度 が 変 化 す る （ 図 ４ 参 照 ） 。 こ れ に よ り 、 術 者 は 、 上 述 し た よ う に 、 手 術 の
状 況 に 応 じ て 、 処 置 部 ４ を 挿 入 部 ２ の 軸 に 対 し て 所 望 の 角 度 に し て 、 処 置 を 行 う こ と が で
き る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 次 に 、 回 動 ダ イ ヤ ル ７ に 係 る 動 力 変 換 機 構 に つ い て 説 明 す る 。 　
　 図 ４ ０ に 戻 っ て 、 上 述 し た よ う に 、 回 動 ダ イ ヤ ル ７ と 一 体 的 に 回 動 す る イ ン ナ ー ベ ベ ル
ギ ヤ ７ １ に は ベ ベ ル ギ ヤ １ ２ ４ が 噛 合 し 、 該 ベ ベ ル ギ ヤ １ ２ ４ は 、 太 径 の 回 動 軸 １ ２ ７ の
先 端 部 に 一 体 的 に 固 着 さ れ 、 該 回 動 軸 １ ２ ７ の 基 端 部 は 上 記 保 持 用 突 片 １ １ １ に 形 成 さ れ
た 軸 受 け 部 １ １ １ ａ に 回 動 自 在 に 軸 支 さ れ て い る 。 こ の 回 動 軸 １ ２ ７ の 基 端 面 に は 、 上 記
回 動 力 伝 達 パ イ プ １ ３ の 一 端 が 同 軸 に 一 体 的 に 固 着 さ れ て お り 、 ベ ベ ル ギ ヤ １ ２ ４ の 回 動
に 伴 っ て 回 動 力 伝 達 パ イ プ １ ３ も 一 体 的 に 回 動 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 な お 、 上 記 回 動 軸 １ ２ ７ の 中 心 に は 、 上 記 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ の 挿 通 用 の 嵌 入 孔 １ ２ ７ ａ が
形 成 さ れ て い る 。 こ の 嵌 入 孔 １ ２ ７ ａ に は 上 記 挿 入 部 ２ か ら 延 出 さ れ た 回 動 力 伝 達 パ イ プ
１ ３ の 先 端 部 が 嵌 入 し 、 さ ら に 回 動 力 伝 達 パ イ プ １ ３ の 先 端 部 は 、 当 該 回 動 軸 １ ２ ７ の 外
周 面 か ら 螺 合 挿 入 さ れ た ね じ に よ り 嵌 入 孔 １ ２ ７ ａ 内 に お い て 固 定 さ れ て い る 。 す な わ ち
、 回 動 力 伝 達 パ イ プ １ ３ 内 に お い て 挿 入 部 ２ か ら 延 出 さ れ た 上 記 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ は 、 こ の
回 動 力 伝 達 パ イ プ １ ３ の 先 端 面 か ら 露 出 し 、 後 述 す る 開 閉 操 作 機 構 １ ７ １ に 向 け て さ ら に
延 出 す る 。 な お 、 挿 入 部 ２ か ら 延 設 さ れ る 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ は 、 当 該 回 動 軸 １ ２ ７ の 回 動 の
有 無 に 影 響 さ れ ず に 当 該 回 動 力 伝 達 パ イ プ １ ３ を 自 在 に 移 動 す る こ と が 可 能 と な っ て い る
。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 こ こ で 、 回 動 ダ イ ヤ ル ７ に 係 る 動 力 変 換 機 構 お よ び 当 該 回 動 ダ イ ヤ ル ７ の 操 作 に 伴 う 処
置 部 ４ の 作 用 に つ い て 、 術 者 の 立 場 に 立 っ て 説 明 す る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 処 置 部 ４ に お い て 針 が 挟 持 さ れ た 状 態 に お い て 、 あ る い は 針 が 挟 持 さ れ て い な い 状 態 に
お い て 術 者 が 回 動 ダ イ ヤ ル ７ を 回 動 す る と 、 イ ン ナ ー ベ ベ ル ギ ヤ ７ １ お よ び ベ ベ ル ギ ヤ １
２ ４ が 可 動 し 、 回 動 力 伝 達 パ イ プ １ ３ が 回 動 す る 。 こ れ に よ り 、 回 動 力 伝 達 パ イ プ １ ３ に
固 定 さ れ た 回 動 力 伝 達 パ イ プ １ ７ が 回 動 し 、 回 動 力 伝 達 パ イ プ １ ７ に 固 定 さ れ た 回 動 部 ベ
ー ス 部 材 ２ ５ も 回 動 す る 。 す な わ ち 、 回 動 ダ イ ヤ ル ７ の 回 動 量 に 応 じ て 、 回 動 力 伝 達 パ イ
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プ １ ３ が 回 動 し 、 当 該 回 動 ダ イ ヤ ル ７ の 回 動 力 が 処 置 部 ４ へ 伝 達 さ れ る 。 そ の 結 果 、 挟 持
部 ８ を 構 成 す る 先 端 挟 持 片 ３ １ と 可 動 挟 持 片 ２ ８ と が 回 動 部 ベ ー ス 部 材 ２ ５ と 一 緒 に 回 動
す る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 次 に 、 処 置 部 ４ の 開 閉 操 作 を す る た め の 開 閉 操 作 部 と し て の 開 閉 レ バ ー ５ お よ び そ の 周
辺 部 に つ い て 、 図 ３ ９ 乃 至 図 ４ ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 上 述 し た よ う に 、 操 作 部 ３ の 一 側 方 に は 、 処 置 部 ４ の 開 閉 操 作 を 行 う 開 閉 レ バ ー ５ が 上
記 軸 １ ５ １ に 揺 動 自 在 に 配 設 さ れ て い る 。 こ の 開 閉 レ バ ー ５ は 、 処 置 部 ４ の 開 閉 操 作 を す
る た め の 開 閉 操 作 部 と し て の レ バ ー で あ っ て 、 操 作 部 ３ の 基 端 部 一 側 方 に 設 け ら れ た 軸 １
５ １ を 回 動 中 心 と し て 揺 動 可 能 に 配 設 さ れ 、 そ の 自 由 端 部 は 当 該 操 作 部 ３ の 基 端 部 か ら 先
端 側 に 向 け て 延 出 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 ま た 、 上 記 自 由 端 部 の 中 程 に は 後 述 す る リ ン ク １ ５ ２ が 外 装 部 材 １ ３ １ に 内 設 す る 開 閉
操 作 機 構 １ ７ １ と の 間 に 架 設 さ れ 、 さ ら に 該 リ ン ク １ ５ ２ を 介 し て 外 装 部 材 １ ３ １ か ら 離
間 す る 方 向 に 向 け て 上 述 し た バ ネ ３ ３ の 付 勢 力 が 印 加 さ れ て い る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 上 記 開 閉 操 作 機 構 １ ７ １ は 、 操 作 部 ３ の 基 端 側 内 部 に お い て 当 該 操 作 部 ３ の 長 軸 方 向 に
摺 動 自 在 に 配 設 さ れ た 開 閉 操 作 用 ベ ー ス 部 材 １ ７ ２ と 、 上 記 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ の 端 部 に お い
て 当 該 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ に 固 着 さ れ た 係 合 片 １ ４ ａ の 保 持 部 材 で あ っ て 、 該 開 閉 操 作 用 ベ ー
ス 部 材 １ ７ ２ の 移 動 に 応 じ て 移 動 す る 牽 引 ワ イ ヤ 保 持 部 材 １ ７ ３ と 、 上 記 開 閉 操 作 用 ベ ー
ス 部 材 １ ７ ２ と 上 記 開 閉 レ バ ー ５ の 中 程 と の 間 に 架 設 さ れ た リ ン ク １ ５ ２ 等 で 構 成 さ れ て
い る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 上 記 開 閉 操 作 用 ベ ー ス 部 材 １ ７ ２ は 、 略 長 方 体 形 状 を 呈 し 、 操 作 部 ３ の 基 端 側 内 部 に お
い て 長 軸 方 向 に 形 成 さ れ た ガ イ ド 溝 １ ３ ９ に 摺 動 自 在 に 配 設 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 牽 引
ワ イ ヤ 保 持 部 材 １ ７ ３ は 、 角 柱 形 状 を 呈 し た 上 記 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ に お け る 係 合 片 １ ４ ａ の
保 持 部 材 で あ っ て 、 長 軸 方 向 に 長 孔 １ ７ ３ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 長 孔 １ ７ ３
ｂ に お い て 上 記 開 閉 操 作 用 ベ ー ス 部 材 １ ７ ２ の 一 辺 に ね じ １ ７ ６ で 組 み 付 け ら れ て い る 。
な お 、 牽 引 ワ イ ヤ 保 持 部 材 １ ７ ３ を 開 閉 操 作 用 ベ ー ス 部 材 １ ７ ２ に 組 み 付 け る 際 に は 、 牽
引 ワ イ ヤ １ ４ の 最 適 な 張 力 が 得 ら れ る よ う に 調 整 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。 す な わ ち
、 当 該 牽 引 ワ イ ヤ 保 持 部 材 １ ７ ３ を 取 り 付 け る 際 に 、 当 該 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ の 長 さ の ば ら つ
き を 吸 収 す る と 共 に 、 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ に 適 度 な 撓 み を も た せ る よ う 、 当 該 牽 引 ワ イ ヤ 保 持
部 材 １ ７ ３ の 位 置 を 調 節 し て 取 り 付 け る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 上 記 開 閉 操 作 用 ベ ー ス 部 材 １ ７ ２ の 先 端 側 に は 、 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ に お け る 上 記 係 合 片 １
４ ａ を 挟 設 す る た め の 保 持 部 １ ７ ３ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 保 持 部 １ ７ ３ ａ の 操 作 部 ３
の 短 軸 方 向 の 一 面 に は 開 口 部 １ ７ ３ ｃ が 形 成 さ れ て お り 、 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ の 係 合 片 １ ４ ａ
を こ の 開 口 部 １ ７ ３ ｃ か ら 挿 入 し た 後 は 、 当 該 係 合 片 １ ４ ａ の 長 軸 方 向 の 移 動 が 規 制 さ れ
る よ う に な っ て い る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 上 記 リ ン ク １ ５ ２ は 、 上 記 開 閉 操 作 用 ベ ー ス 部 材 １ ７ ２ の 先 端 側 に 配 設 さ れ た 軸 １ ７ ２
ａ と 開 閉 レ バ ー ５ の 自 由 端 部 の 中 程 に 配 設 さ れ た 軸 １ ５ ３ と に 共 に 回 動 自 在 に 配 設 さ れ て
い る 。 こ れ に よ り 、 開 閉 レ バ ー ５ の 、 上 記 軸 １ ５ １ を 回 動 中 心 と す る 揺 動 に 応 じ て 当 該 リ
ン ク １ ５ ２ を 介 し て 開 閉 操 作 用 ベ ー ス 部 材 １ ７ ２ が ガ イ ド 溝 １ ３ ９ 上 を 摺 動 す る よ う に な
っ て い る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 一 方 、 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ に は 、 上 述 し た バ ネ ３ ３ に よ り 、 当 該 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ を 挿 入 部 ２
が わ に 向 け て 引 張 す る 付 勢 力 が 印 加 さ れ て お り 、 こ れ に よ り 、 開 閉 操 作 用 ベ ー ス 部 材 １ ７
２ は 挿 入 部 ２ 側 に 付 勢 さ れ て い る 。 さ ら に 、 当 該 付 勢 力 に よ り 、 開 閉 レ バ ー ５ は リ ン ク １
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５ ２ を 介 し て 、 そ の 自 由 端 部 が 外 装 部 材 １ ３ １ か ら 離 間 す る 方 向 に 付 勢 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 こ の よ う に 付 勢 さ れ る 開 閉 レ バ ー ５ を 当 該 付 勢 力 に 抗 し て 押 下 す る と 、 リ ン ク １ ５ ２ を
介 し て 開 閉 操 作 用 ベ ー ス 部 材 １ ７ ２ が 操 作 部 ３ の 基 端 側 に 変 位 し 、 こ の 開 閉 操 作 用 ベ ー ス
部 材 １ ７ ２ の 変 位 に 伴 っ て 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ に は 、 牽 引 ワ イ ヤ 保 持 部 材 １ ７ ３ を 介 し て 操 作
部 ３ の 基 端 側 へ の 引 張 力 が 印 加 さ れ る 。 そ し て 、 当 該 引 張 力 が 印 加 さ れ た 牽 引 ワ イ ヤ １ ４
は 、 適 度 な 遊 び を 経 た 後 、 適 宜 、 当 該 基 端 側 に 向 け て 移 動 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 す な わ ち 、 開 閉 レ バ ー ５ は 、 通 常 は 、 バ ネ ３ ３ の 付 勢 力 に よ り そ の 自 由 端 部 が 外 装 部 材
１ ３ １ か ら 離 間 す る 位 置 に 配 置 さ れ る 。 そ し て 、 使 用 の 際 に 術 者 に よ り 自 由 端 部 が 操 作 部
３ に 向 け て 押 下 さ れ る と 、 適 度 の 遊 び を 経 た 後 、 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ が 操 作 部 ３ の 基 端 部 に 向
け て 移 動 さ れ 、 こ の 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ の 移 動 に 伴 っ て 処 置 部 ４ が 開 か れ る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 図 ４ ３ は 、 上 記 開 閉 レ バ ー ５ が 通 常 状 態 に あ る と き の 様 子 を 示 し て お り 、 こ の と き 処 置
部 ４ は 閉 じ ら れ て い る 。 ま た 、 図 ４ ４ は 、 開 閉 レ バ ー ５ を 押 下 し た と き の 様 子 を 示 し て お
り 、 こ の と き 処 置 部 ４ は 開 成 し た 状 態 と な っ て い る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 こ こ で 、 開 閉 レ バ ー ５ の 操 作 に 伴 う 処 置 部 ４ の 作 用 に つ い て 、 術 者 の 立 場 に 立 っ て 説 明
す る 。 　
　 通 常 状 態 （ 図 ４ ３ の 示 す 初 期 の 状 態 ） に あ る 開 閉 レ バ ー ５ を 術 者 が 図 ４ ４ に 押 下 す る と
（ 図 ４ ４ の 示 す 押 下 状 態 ） 、 リ ン ク １ ５ ２ を 介 し て 開 閉 操 作 用 ベ ー ス 部 材 １ ７ ２ が 操 作 部
３ の 基 端 側 に 変 位 し 、 こ れ に 伴 っ て 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ が 操 作 部 ３ の 基 端 側 に 引 張 さ れ 、 移 動
さ れ 、 処 置 部 ４ が 開 か れ る （ 図 ３ 参 照 ） 。 術 者 は 、 開 か れ た 処 置 部 ４ に よ り 適 宜 縫 合 針 を
挟 ん だ 後 、 当 該 開 閉 レ バ ー ５ の 押 下 を 解 除 す る と 、 バ ネ ３ ３ の 付 勢 力 に よ り 、 牽 引 ワ イ ヤ
１ ４ が 挿 入 部 ２ が わ に 引 張 さ れ 、 リ ン ク １ ５ ２ を 介 し て 開 閉 レ バ ー ５ は 再 び 外 装 部 材 １ ３
１ か ら 離 間 す る 方 向 に 揺 動 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 術 者 は 、 こ の 後 、 上 記 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ あ る い は 回 動 ダ イ ヤ ル ７ を 回 動 操 作 す る こ と
に よ り 、 所 望 の 処 置 部 ４ の 湾 曲 操 作 あ る い は 回 動 操 作 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 ま た 、 上 述 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ に お い て は 、 開 閉 レ バ ー ５ の
先 端 近 傍 に は 、 指 お き 用 凸 部 １ ３ ３ が 形 成 さ れ て お り 、 術 者 は 、 開 閉 レ バ ー ５ の 操 作 を 実
行 し な い 場 合 に は 、 当 該 指 お き 用 凸 部 １ ３ ３ に 当 該 開 閉 レ バ ー ５ に 係 る 指 を 当 接 す る こ と
が で き る 。 こ の 指 お き 用 凸 部 １ ３ ３ に 当 該 指 を 当 接 す る こ と で 、 意 図 せ ず 開 閉 レ バ ー ５ を
操 作 し て し ま う こ と を 未 然 に 防 止 す る こ と が で き 、 ま た 、 操 作 部 ３ を よ り 確 実 に 把 持 す る
こ と が で き る た め 、 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ あ る い は 回 動 ダ イ ヤ ル ７ の 回 動 操 作 を よ り 安 定 し
て 実 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ お よ び 回 動 ダ イ ヤ ル ７ の 回 動 変 位 方
向 は 、 操 作 部 ３ の 長 軸 方 向 に 平 行 な 方 向 で あ る と し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 操 作 に 供 す る 指
の 稼 働 範 囲 に 応 じ て 適 度 な 方 向 に 設 定 し て も 良 い 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 上 述 の 如 き 位 置 関 係 を も っ て 上 記 回 動 ダ イ ヤ ル ７ と 角 度
可 変 ダ イ ヤ ル ６ と を 配 置 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 た と え ば 、 回 動 ダ イ ヤ ル ７ と 角 度 可 変 ダ
イ ヤ ル ６ と を オ フ セ ッ ト す る こ と な く 列 設 し て も よ い 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 イ ン ナ ー ベ ベ ル ギ ヤ ６ １ あ る い は イ ン ナ ー ベ ベ ル ギ ヤ
７ １ と ベ ベ ル ギ ヤ ユ ニ ッ ト １ ２ １ あ る い は ベ ベ ル ギ ヤ ユ ニ ッ ト １ ２ ３ と の 噛 合 関 係 は 、 互
い に 軸 が 約 ９ ０ 度 の 交 差 角 度 を も っ て 配 置 す る も の で あ る と し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 角 度
可 変 ダ イ ヤ ル ６ お よ び 回 動 ダ イ ヤ ル ７ の 配 置 位 置 に 応 じ て 適 宜 、 変 更 さ れ て も 良 い 。
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【 ０ １ ４ ５ 】
　 次 に 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 の 変 形 例 を 説 明 す る 。 図 ４ ５ は 、 そ の 変 形 例 に 係 る ニ ー ド ル
ド ラ イ バ １ Ａ の 正 面 斜 め 一 測 方 か ら み た 外 観 斜 視 図 で あ る 。 　
　 本 変 形 例 の 特 徴 は 、 操 作 部 と 処 置 部 に あ る 。 ま ず 、 初 め に 操 作 部 か ら 説 明 す る 。 図 ４ ５
に 示 す よ う に 、 操 作 部 の 第 １ の 特 徴 は 、 操 作 部 ３ Ａ に 、 指 掛 け 部 材 ５ ０ １ と 、 掌 掛 け 部 材
５ ０ ２ と が 設 け ら れ た 点 で あ る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 指 掛 け 部 材 ５ ０ １ は 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 で あ り 、 操 作 部 ３ Ａ が 把 持 さ れ た と き に 中 指 が 掛
け ら れ る よ う に す る た め の 部 材 で あ る 。 操 作 部 ３ Ａ に ネ ジ 止 め 等 に よ り 固 定 さ れ る 指 掛 け
部 材 ５ ０ １ は 、 操 作 部 ３ Ａ の 長 軸 に 直 交 す る 、 あ る い は 略 直 交 す る 方 向 に 突 出 す る ２ つ の
突 出 部 ５ ０ １ ａ ， ５ ０ １ ｂ を 有 す る 。 ２ つ の 突 出 部 ５ ０ １ ａ と ５ ０ １ ｂ の 間 に 中 指 を 置 く
こ と が で き る 。 操 作 部 ３ Ａ の 先 端 側 の 突 出 部 ５ ０ １ ａ の 操 作 部 ３ Ａ 表 面 か ら の 突 出 量 は 、
基 端 側 の 突 出 部 ５ ０ １ ｂ の 突 出 量 よ り も 小 さ い 。 指 掛 け 部 材 ５ ０ １ の 中 指 を 置 く 位 置 は 、
操 作 部 ３ Ａ の 長 軸 方 向 に お い て 、 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ と 回 動 ダ イ ヤ ル ７ と 略 同 じ 位 置 か 、
あ る い は 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ と 回 動 ダ イ ヤ ル ７ よ り も 基 端 寄 り の 位 置 に 設 け ら れ て い る 。
逆 に 言 う と 、 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ と 回 動 ダ イ ヤ ル ７ が 設 け ら れ た そ れ ぞ れ の 位 置 と 略 同 じ
位 置 あ る い は 前 記 位 置 よ り も 基 端 側 に 、 指 掛 け 部 材 ５ ０ １ の 中 指 を 置 く 位 置 が く る よ う に
設 け ら れ て い る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 掌 掛 け 部 材 ５ ０ ２ は 、 指 掛 け 部 材 ５ ０ １ よ り も 操 作 部 ３ Ａ の 基 端 側 に 設 け ら れ て い る 。
掌 掛 け 部 材 ５ ０ ２ は 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 で あ り 、 操 作 部 ３ Ａ が 把 持 さ れ た と き に 親 指 と 人 指
し 指 の 間 の 付 け 根 部 分 が 掛 け ら れ る よ う に す る た め の 突 出 部 を 有 す る 部 材 で あ る 。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 ま た 、 回 動 ダ イ ヤ ル ７ は 、 操 作 部 ３ Ａ の 外 装 部 材 の 表 面 に 剥 き 出 し 状 態 で 配 設 さ れ て い
る 。 こ れ は 、 指 の 長 さ （ こ こ で は 、 人 差 し 指 の 長 さ ） に は 個 人 差 が あ る た め 、 指 の 長 さ に
拘 わ ら ず 、 回 動 ダ イ ヤ ル ７ の 回 動 操 作 を し 易 く す る た め で あ る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 図 ４ ６ は 、 変 形 例 に 係 る 図 ４ ５ の ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ Ａ が 把 持 さ れ た 状 態 を 説 明 す る た
め の 図 で あ る 。 図 ４ ６ に 示 す よ う に 、 術 者 は 、 親 指 FFと 人 指 し 指 IFの 間 の 付 け 根 部 分 を 掌
掛 け 部 材 ５ ０ ２ に 当 て 、 中 指 MFを 、 ２ つ の 突 出 部 ５ ０ １ ａ と ５ ０ １ ｂ の 間 に 置 く こ と に よ
っ て 、 術 者 は ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ Ａ を し っ か り と 安 定 し て 把 持 す る こ と が で き る 。 図 ４ ６
に 示 す よ う に 、 術 者 は ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ Ａ を 把 持 し た 状 態 で 、 人 差 し 指 IFに よ っ て 、 回
動 ダ イ ヤ ル ７ 及 び 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル ６ を 操 作 す る こ と が で き 、 か つ 親 指 FFに よ っ て 、 開 閉
操 作 ボ タ ン ５ ０ ８ を 操 作 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 さ ら に 、 掌 掛 け 部 材 ５ ０ ２ は 、 操 作 部 ３ Ａ の 側 部 か ら や や 基 端 側 に 向 か っ て 斜 め に 延 出
し て い る の で 、 把 持 さ れ た と き に 掌 掛 け 部 材 ５ ０ ２ と 掌 と が 密 着 す る こ と に よ っ て 、 術 者
は ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ Ａ を し っ か り と 把 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 な お 、 図 ４ ７ に 示 す よ う に 、 よ り 把 持 し 易 く す る た め に 、 掌 掛 け 部 材 ５ ０ ２ Ａ を 、 図 ４
５ の 掌 掛 け 部 材 ５ ０ ２ よ り 、 大 き く し て も よ い 。 図 ４ ７ は 、 本 変 形 例 の 他 の 変 形 に 係 る ニ
ー ド ル ド ラ イ バ １ Ａ の 正 面 斜 め 一 測 方 か ら み た 外 観 斜 視 図 で あ る 。 特 に 、 図 ４ ５ の 掌 掛 け
部 材 ５ ０ ２ よ り 大 き い プ ラ ス チ ッ ク 製 の 掌 掛 け 部 材 ５ ０ ２ Ａ に は 、 軽 量 化 の た め に 、 複 数
の 孔 ５ ０ ２ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 掌 掛 け 部 材 ５ ０ ２ Ａ は 、 操 作 部 ３ Ａ の 側 部 か ら や や 先 端
側 に 向 か っ て 斜 め に 突 出 し て い る が 、 把 持 さ れ た と き に 掌 掛 け 部 材 ５ ０ ２ Ａ と 掌 と が 密 着
す る た め 、 術 者 は ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ Ａ を し っ か り と 安 定 し て 把 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 さ ら に な お 、 図 ４ ５ と 図 ４ ６ に お け る 掌 掛 け 部 材 ５ ０ ２ ， ５ ０ ２ Ａ は 、 省 略 す る こ と も
で き る 。 掌 掛 け 部 材 ５ ０ ２ ， ５ ０ ２ Ａ が 無 い 場 合 で も 、 術 者 は ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ Ａ を 、
あ る 程 度 ぐ ら つ か な い よ う に 、 す な わ ち 安 定 し て 把 持 す る こ と が で き る 。 こ れ は 、 掌 掛 け
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部 材 ５ ０ ２ ， ５ ０ ２ Ａ が な い 場 合 で あ っ て も 、 人 差 し 指 IFに よ り 、 回 動 ダ イ ヤ ル ７ の 回 動
操 作 を 行 う と き に 、 ２ つ の 突 出 部 ５ ０ １ ａ 、 ５ ０ １ ｂ が 、 人 差 し 指 IFに よ る 回 動 ダ イ ヤ ル
７ の い ず れ の 回 動 方 向 に 対 し て も 、 中 指 MFに よ っ て 回 動 ダ イ ヤ ル ７ の 回 動 方 向 と は 逆 方 向
に 指 掛 け 部 材 ５ ０ １ を 支 持 す る た め の 支 持 部 と し て 機 能 す る か ら で あ る 。 例 え ば 、 図 ４ ６
に お い て 、 掌 掛 け 部 材 ５ ０ ２ が 無 い 場 合 、 人 差 し 指 IFを ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ Ａ の 先 端 側 の
IFF方 向 に 動 か し て 回 動 ダ イ ヤ ル ７ を 回 動 さ せ る と き に は 、 中 指 MFが 突 出 部 ５ ０ １ ｂ に 当
接 し て 、 突 出 部 ５ ０ １ ｂ が 支 持 部 と し て 機 能 す る 。 同 様 に 、 人 差 し 指 IFを ニ ー ド ル ド ラ イ
バ １ Ａ の 基 端 側 の IFB方 向 に 動 か し て 回 動 ダ イ ヤ ル ７ を 回 動 さ せ る と き に は 、 中 指 MFが 突
出 部 ５ ０ １ ａ に 当 接 し て 、 突 出 部 ５ ０ １ ａ が 支 持 部 と し て 機 能 す る 。 　
　 ま た 、 操 作 部 ３ Ａ の 長 軸 方 向 に お け る 掌 掛 け 部 材 ５ ０ ２ の 位 置 が 調 整 で き る よ う に な っ
て い る 。 す な わ ち 、 操 作 部 ３ Ａ は 、 指 掛 け 部 材 ５ ０ １ と 掌 掛 け 部 材 ５ ０ ２ の 間 隔 を 調 整 す
る た め の 間 隔 調 整 機 構 を 有 す る 。 こ れ は 、 ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ Ａ の 術 者 の 手 の 大 き さ 、 指
の 長 さ 等 の 違 い に 対 応 す る た め で あ る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 な お 、 上 述 し た よ う に 、 本 変 形 例 で は 、 回 動 ダ イ ヤ ル ７ が 操 作 部 ３ Ａ の 外 側 に 設 け ら れ
て い る の で 、 術 者 の 手 の 大 き さ 、 指 の 長 さ 等 の 違 い に 対 応 し て い る の で 、 本 間 隔 調 整 機 構
が な く て も よ い 。 し か し 、 本 間 隔 調 整 機 構 が あ れ ば 、 図 １ に 示 す よ う に 、 回 動 ダ イ ヤ ル ７
の 一 部 の み が 操 作 部 ３ の 表 面 か ら 突 出 し て い る よ う な 場 合 で あ っ て も 、 術 者 の 指 の 長 さ 等
に 応 じ て 、 回 動 ダ イ ヤ ル ７ の 操 作 が し 易 い よ う に 掌 掛 け 部 材 ５ ０ ２ の 位 置 を 調 整 す る こ と
が で き る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 操 作 部 ３ Ａ の 基 端 側 に 、 長 座 ぐ り 孔 ５ ０ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 長 座 ぐ り 孔 ５ ０ ３ は 、 図
４ ８ に 示 す よ う に 、 調 整 ネ ジ ５ ０ ４ の ネ ジ 頭 部 が 当 接 す る 座 部 ５ ０ ３ ａ を 有 す る 。 図 ４ ８
は 、 本 変 形 例 の 操 作 部 ３ Ａ の 部 分 断 面 図 で あ る 。 座 部 ５ ０ ３ ａ に は 、 長 座 ぐ り 孔 ５ ０ ３ の
内 径 よ り も 小 さ な 長 孔 ５ ０ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 長 座 ぐ り 孔 ５ ０ ３ と 反 対 側 の 操 作 部 ３ Ａ
の 表 面 に は 、 掌 掛 け 部 材 ５ ０ ２ の 突 出 部 ５ ０ ２ ａ が 入 る 長 孔 ５ ０ ７ が 形 成 さ れ て い る 。 調
整 ネ ジ ５ ０ ４ が 、 長 座 ぐ り 孔 ５ ０ ３ か ら 挿 入 さ れ 、 調 整 ネ ジ ５ ０ ４ の ネ ジ 部 が 、 雌 ネ ジ が
形 成 さ れ た 突 出 部 ５ ０ ２ ａ の 穴 ５ ０ ２ ｂ に 螺 合 し 、 ネ ジ 止 め さ れ る こ と に よ っ て 掌 掛 け 部
材 ５ ０ ２ が 操 作 部 ３ Ａ に 固 定 さ れ る よ う に な っ て い る 。 そ の 固 定 の 際 、 操 作 部 ３ Ａ の 長 軸
方 向 に お け る 、 長 孔 ５ ０ ６ 内 の 調 整 ネ ジ ５ ０ ４ の 位 置 を 調 整 す る こ と に よ っ て 、 操 作 部 ３
Ａ の 長 軸 方 向 に お け る 掌 掛 け 部 材 ５ ０ ２ の 位 置 を 、 術 者 の 手 の 大 き さ に 合 わ せ て 調 整 す る
こ と が で き る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 次 に 、 操 作 部 の 第 ２ の 特 徴 は 、 図 ４ ５ に 示 す よ う に 、 処 置 部 ４ の 開 閉 操 作 を 押 し ボ タ ン
に よ り 行 う よ う に し た 点 で あ る 。 　
　 処 置 部 ４ の 開 閉 操 作 を 行 う た め の 開 閉 押 し ボ タ ン ５ ０ ８ が 、 操 作 部 ３ Ａ に 設 け ら れ て い
る 。 開 閉 押 し ボ タ ン ５ ０ ８ は 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 あ る い は ア ル ミ ニ ウ ム 製 で あ る 。 開 閉 押 し
ボ タ ン ５ ０ ８ は 、 操 作 部 ３ Ａ の 長 軸 方 向 に お い て 指 掛 け 部 材 ５ ０ １ と 掌 掛 け 部 材 ５ ０ ２ の
間 で あ っ て 、 指 掛 け 部 材 ５ ０ １ と 掌 掛 け 部 材 ５ ０ ２ と は 反 対 側 （ 回 動 ダ イ ヤ ル ７ と 同 じ 側
） に 配 設 さ れ て い る 。 さ ら に 、 図 ４ ６ に 示 す よ う に 、 開 閉 押 し ボ タ ン ５ ０ ８ は 、 術 者 が ニ
ー ド ル ド ラ イ バ １ Ａ を 把 持 し た 状 態 で 親 指 FFに よ っ て 開 閉 押 し ボ タ ン ５ ０ ８ の 押 し 下 げ 操
作 が で き る 位 置 に 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 図 ４ ９ は 、 開 閉 押 し ボ タ ン ５ ０ ８ が 押 し 下 げ ら れ た 状 態 を 示 す 外 観 図 で あ る 。 図 ５ ０ は
、 開 閉 押 し ボ タ ン ５ ０ ８ に よ る 処 置 部 ４ の 開 閉 動 作 機 構 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 開 閉
押 し ボ タ ン ５ ０ ８ は 、 押 し 下 げ 操 作 に 応 じ て 操 作 部 ３ Ａ の 内 部 へ 押 し 込 ま れ る 。 す な わ ち
、 開 閉 押 し ボ タ ン ５ ０ ８ は 、 操 作 部 ３ Ａ の 外 装 部 材 に 設 け ら れ た 孔 の 開 口 部 に 対 し て 直 交
方 向 に 押 し 下 げ ら れ る 。 ま た 、 開 閉 押 し ボ タ ン ５ ０ ８ は 、 外 装 部 材 １ ３ １ の 内 側 に 当 接 す
る フ ラ ン ジ 部 ５ ０ ８ ａ を 有 す る た め 、 押 さ れ て い な い と き で も 、 外 装 部 材 か ら 外 れ る こ と
は な い 。
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【 ０ １ ５ ７ 】
　 さ ら に 、 開 閉 押 し ボ タ ン ５ ０ ８ に は 、 図 ４ ８ 及 び 図 ５ ０ に 示 す よ う に 、 操 作 部 ３ Ａ の 長
軸 方 向 に 沿 っ た 溝 部 ５ ０ ８ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 溝 部 ５ ０ ８ 内 に は 、 リ ン ク １ ５ ２ Ａ の 一
端 が 、 軸 １ ５ ３ Ａ の 軸 周 り に 回 動 自 在 に 配 設 さ れ て い る 。 リ ン ク １ ５ ２ Ａ の 他 端 に は 、 牽
引 ワ イ ヤ １ ４ の 端 部 に お い て 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ に 固 着 さ れ た 係 合 片 １ ４ ａ が 固 着 さ れ て い る
。 係 合 片 １ ４ ａ が 固 着 さ れ た リ ン ク １ ５ ２ Ａ の 他 端 の 先 端 部 に は 、 曲 面 部 ５ ０ ９ が 形 成 さ
れ て い る 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 溝 部 ５ ０ ８ 内 の リ ン ク １ ５ ２ Ａ の 一 端 は 、 係 合 片 １ ４ ａ が 固 着 さ れ た 他 端 よ り 、 操 作 部
３ Ａ の 長 軸 方 向 に お い て 先 端 側 、 す な わ ち 処 置 部 ４ 寄 り に 位 置 し て い る 。 言 い 換 え る と 、
リ ン ク １ ５ ２ Ａ は 、 係 合 片 １ ４ ａ が 固 着 さ れ た 他 端 に 対 し て 、 溝 部 ５ ０ ８ 内 の リ ン ク １ ５
２ Ａ の 一 端 が 、 基 端 側 か ら 先 端 側 に 向 か っ て 操 作 部 ３ Ａ の 長 軸 に 対 し て 斜 め 方 向 に 位 置 す
る よ う に 設 け ら れ て い る 。 こ の 状 態 に お い て 、 リ ン ク １ ５ ２ Ａ の 曲 面 部 ５ ０ ９ は 、 操 作 部
３ Ａ の 外 装 部 材 の 内 部 に 形 成 さ れ た 摺 動 部 ５ １ ０ に 当 接 す る か 、 あ る い は 近 傍 に 位 置 し て
い る 。 そ し て 、 開 閉 押 し ボ タ ン ５ ０ ８ が 押 し 下 げ ら れ る と 、 係 合 片 １ ４ ａ が 固 着 さ れ た リ
ン ク １ ５ ２ Ａ の 他 端 は 、 操 作 部 ３ Ａ の 長 軸 方 向 に お い て 、 よ り 基 端 側 へ 移 動 す る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 具 体 的 に は 、 開 閉 押 し ボ タ ン ５ ０ ８ が 押 し 下 げ ら れ る と 、 リ ン ク １ ５ ２ Ａ が 操 作 部 ３ Ａ
の 内 側 に 向 か っ て 移 動 す る が 、 リ ン ク １ ５ ２ Ａ の 他 端 は 、 操 作 部 ３ Ａ の 内 部 の 摺 動 部 ５ １
０ に 当 接 し な が ら 摺 動 す る 。 す な わ ち 、 開 閉 押 し ボ タ ン ５ ０ ８ が 押 し 下 げ ら れ る と 、 図 ４
８ に 示 す よ う に 、 リ ン ク １ ５ ２ Ａ の 曲 面 部 ５ ０ ９ が 、 操 作 部 ３ の 長 軸 方 向 に 略 平 行 な 面 を
有 す る 摺 動 部 ５ １ ０ の 表 面 を 基 端 側 に 向 か っ て 移 動 す る 。 そ の 結 果 、 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ は 、
操 作 部 ３ Ａ の 基 端 側 に 引 っ 張 ら れ る の で 、 挟 持 部 ８ は 開 く 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 よ っ て 、 上 述 し た 操 作 部 ３ Ａ の 構 成 に よ れ ば 、 術 者 は 、 操 作 部 ３ Ａ を し っ か り と 把 持 で
き 、 親 指 FFに よ っ て 開 閉 押 し ボ タ ン ５ ０ ８ を 押 し 下 げ る こ と に よ っ て 、 挟 持 部 ８ を 開 く こ
と が で き る 。
【 ０ １ ６ １ 】
　 次 に 、 変 形 例 に 係 る 処 置 部 に つ い て 説 明 す る 。 図 ５ １ に 示 す よ う に 、 そ の 処 置 部 の 特 徴
は 、 ２ つ の 挟 持 部 材 が 、 そ れ ぞ れ 円 板 形 状 部 を 有 し て い る 点 で あ る 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 図 ５ １ は 、 変 形 例 に 係 る 処 置 部 ４ の 側 面 図 で あ る 。 　
　 図 ５ １ に 示 す よ う に 、 挟 持 部 材 ２ ９ Ａ は 、 金 属 製 で あ り 、 先 端 側 に 円 板 状 の フ ラ ン ジ 部
５ １ ３ を 有 す る 部 材 で あ る 。 円 板 状 の フ ラ ン ジ 部 ５ １ ３ は 、 挟 持 部 材 ２ ９ Ａ と 一 体 に 形 成
さ れ て い る 。 挟 持 部 材 ２ ９ Ａ は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に お け る 先 端 挟 持 片 ３ １ と 先 端 挟 持
片 取 り 付 け 部 材 ２ ９ と を 一 体 に し て 、 か つ 、 先 端 挟 持 片 ３ １ の 部 分 を 薄 い 円 板 状 に し た よ
う な 部 材 で あ る 。 さ ら に 、 円 板 状 の フ ラ ン ジ 部 ５ １ ３ の 先 端 側 の 周 辺 部 に は 、 曲 面 部 ５ １
３ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 円 板 状 の フ ラ ン ジ 部 ５ １ ３ の 先 端 側 の 周 辺 部 は 、 曲 面 部 で
な く 、 斜 面 部 で も よ い 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 も う １ つ の 挟 持 部 材 ２ ８ Ａ も 、 金 属 製 で あ り 、 先 端 側 に 円 板 状 の フ ラ ン ジ 部 ５ １ ２ を 有
す る 部 材 で あ る 。 円 板 状 の フ ラ ン ジ 部 ５ １ ２ は 、 挟 持 部 材 ２ ８ Ａ と 一 体 に 形 成 さ れ て い る
。 挟 持 部 材 ２ ８ Ａ は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 に お け る 可 動 挟 持 片 ２ ８ の 軸 部 分 を や や 細 く し
て 、 先 端 側 の 部 分 を 薄 い 円 板 状 に し た よ う な 部 材 で あ る 。 さ ら に 、 円 板 状 の フ ラ ン ジ 部 ５
１ ２ の 基 端 側 の 周 辺 部 に は 、 曲 面 部 ５ １ ２ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 　
　 以 上 の よ う に 、 挟 持 部 材 ２ ９ Ａ と 挟 持 部 材 ２ ８ Ａ は 、 平 面 部 を 形 成 す る 、 厚 さ の 薄 い 略
円 板 の 形 状 部 分 を 含 む よ う に そ れ ぞ れ 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ６ ４ 】
　 操 作 部 ３ Ａ の 長 軸 方 向 に お け る フ ラ ン ジ 部 ５ １ ２ と ５ １ ３ の 厚 さ は 、 ０ ． ５ ｍ ｍ 以 下 で
あ る 。 先 端 挟 持 片 で あ る 挟 持 部 材 ２ ９ Ａ と 可 動 挟 持 片 で あ る 挟 持 部 材 ２ ８ Ａ の そ れ ぞ れ の
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平 面 部 は 、 挟 持 さ れ た 針 を し っ か り と 挟 持 で き る よ う に 、 放 電 加 工 等 に よ る 滑 り 止 め 加 工
さ れ た 表 面 形 状 と な っ て い る 。
【 ０ １ ６ ５ 】
　 ま た 、 挟 持 部 材 ２ ８ Ａ の 基 端 側 の 一 部 が 嵌 挿 さ れ て い る 回 動 部 ベ ー ス 部 材 ２ ５ Ａ は 、 上
述 し た 実 施 の 形 態 に 係 る 回 動 部 ベ ー ス 部 材 ２ ５ よ り も 長 く 形 成 さ れ て い る 。 挟 持 部 材 ２ ８
Ａ は 、 図 ５ １ に 点 線 で 示 す よ う に 、 回 動 部 ベ ー ス 部 材 ２ ５ Ａ に 対 し て 先 端 側 に 押 圧 さ れ て
い る 。 開 閉 押 し ボ タ ン ５ ０ ８ を 押 し 下 げ る こ と に よ っ て 、 牽 引 ワ イ ヤ １ ４ が 操 作 部 ３ 側 に
牽 引 さ れ 、 図 ５ １ に 示 す よ う に 、 可 動 挟 持 片 ２ ８ Ａ は 基 端 側 に 移 動 し 、 そ の 結 果 挟 持 部 ８
が 開 く 。
【 ０ １ ６ ６ 】
　 フ ラ ン ジ 部 ５ １ ２ 、 ５ １ ３ の 直 径 は 互 い に 等 し い 。 フ ラ ン ジ 部 ５ １ ２ ， ５ １ ３ の 直 径 ｄ
１ は 、 湾 曲 部 ベ ー ス 部 材 ２ ０ の 円 筒 状 部 ２ ０ ａ の 直 径 ｄ ２ よ り も 大 き い 。 す な わ ち 、 フ ラ
ン ジ 部 ５ １ ２ ， ５ １ ３ の 直 径 ｄ １ は 、 処 置 部 ４ に お け る フ ラ ン ジ 部 ５ １ ２ ， ５ １ ３ 以 外 の
部 材 の 直 径 よ り も 大 き い 。 図 ５ ２ か ら 図 ５ ５ は 、 実 施 の 形 態 に 係 る ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ と
そ の 変 形 例 に 係 る ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ Ａ を 用 い て 針 を 挟 持 す る 動 作 を 説 明 す る た め の 図 で
あ る 。 図 ５ ２ か ら 図 ５ ５ は 、 例 え ば 、 手 術 中 に 生 体 組 織 の 上 に 針 を 置 い て 持 ち 直 す 場 合 の
挟 持 動 作 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 図 ５ ２ と 図 ５ ４ は 、 実 施 の 形 態 に 係 る ニ ー ド ル ド ラ
イ バ １ を 用 い て 針 を 挟 持 す る 動 作 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 図 ５ ３ と 図 ５ ５ は 、 実 施 の
形 態 の 変 形 例 に 係 る ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ Ａ を 用 い て 針 を 挟 持 す る 動 作 を 説 明 す る た め の 図
で あ る 。
【 ０ １ ６ ７ 】
　 図 ５ ２ に 示 す よ う に 、 ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ の 場 合 、 挟 持 部 ８ が 挿 入 部 ２ に 対 し て 曲 げ ら
れ た 状 態 で 針 ５ １ １ を 挟 持 し よ う と す る と き 、 先 端 挟 持 部 ３ １ の 厚 み の た め 、 挟 持 部 ８ の
曲 げ 角 度 と 体 腔 壁 の 状 態 に よ っ て は 、 先 端 挟 持 片 ３ １ の 平 面 部 に 針 ５ １ １ を 当 接 し 難 い た
め 、 体 腔 壁 上 に 置 か れ た 針 ５ １ １ を 挟 持 し 難 い 場 合 が あ る 。 こ れ に 対 し て 、 図 ５ ３ に 示 す
よ う に 、 ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ Ａ の 場 合 、 挟 持 部 ８ が 挿 入 部 ２ に 対 し て 曲 げ ら れ た 状 態 で 、
針 ５ １ １ を 挟 持 し よ う と す る と 、 挟 持 部 材 ２ ９ Ａ の フ ラ ン ジ 部 ５ １ ３ の 厚 さ が 薄 い た め 、
フ ラ ン ジ 部 ５ １ ３ の 平 面 部 に 針 ５ １ １ を 当 接 さ せ 易 い 。 さ ら に 、 フ ラ ン ジ 部 ５ １ ３ の 先 端
側 の 周 囲 部 分 に 曲 線 部 ５ １ ３ ａ が 形 成 さ れ て い る の で 、 針 ５ １ １ は 、 フ ラ ン ジ 部 ５ １ ３ の
平 面 部 に よ り 当 接 さ せ 易 い 。 な お 、 図 ５ ３ に 示 す 場 合 で あ れ ば 、 少 な く と も 先 端 側 の フ ラ
ン ジ 部 ５ １ ３ だ け が 薄 い 円 板 状 の も の で あ れ ば よ い 。
【 ０ １ ６ ８ 】
　 ま た 、 図 ５ ４ と 図 ５ ５ に 示 す よ う に 、 ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ 、 １ Ａ の そ れ ぞ れ の 挟 持 部 ８
の 曲 げ 角 度 に よ っ て は 、 挟 持 部 ８ の 軸 方 向 が 体 腔 壁 面 に 対 し て 略 平 行 と な る 場 合 が あ る 。
図 ５ ４ に 示 す よ う に 、 ニ ー ド ル ド ラ イ バ １ の 場 合 、 挟 持 部 ８ の 湾 曲 部 ベ ー ス 部 材 ２ ０ の 直
径 が 先 端 挟 持 部 ３ １ の 直 径 よ り も 大 き い た め 、 先 端 挟 持 片 ３ １ の 平 面 部 に 針 ５ １ １ を 当 接
さ せ 難 く 、 針 ５ １ １ を 挟 持 し 難 い 場 合 が あ る 。 こ れ に 対 し て 、 図 ５ ５ に 示 す よ う に 、 ニ ー
ド ル ド ラ イ バ １ Ａ の 場 合 、 挟 持 部 材 ２ ９ Ａ の フ ラ ン ジ 部 ５ １ ３ と 挟 持 部 材 ２ ８ Ａ の フ ラ ン
ジ 部 ５ １ ２ の 直 径 は 、 挟 持 部 ８ が 曲 げ ら れ た と き に 最 も 直 径 の 大 き い 部 材 、 こ こ で は 、 湾
曲 部 ベ ー ス 部 材 ２ ０ の 直 径 よ り も 大 き い の で 、 フ ラ ン ジ 部 ５ １ ３ と ５ １ ２ の そ れ ぞ れ の 平
面 部 の 間 に 針 ５ １ １ を 当 接 さ せ 易 い 。 　
　 よ っ て 、 上 述 し た 挟 持 部 ８ Ａ の 構 成 に よ れ ば 、 挟 持 部 ８ Ａ の 曲 げ 角 度 あ る い は 体 腔 壁 の
状 態 が ど の よ う な 場 合 で も 、 術 者 は 、 針 を 容 易 に 挟 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ６ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 変 え な い 範 囲
に お い て 、 種 々 の 変 更 、 改 変 等 が 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ７ ０ 】
［ 付 記 ］ 　
（ 付 記 項 １ ） 　 前 記 他 方 の 前 記 挟 持 部 材 は 、 前 記 処 置 部 の 先 端 部 に 位 置 し 、 前 記 一 方 の 前
記 挟 持 部 材 は 、 前 記 付 勢 手 段 に よ っ て 、 前 記 他 方 の 前 記 挟 持 部 材 に 密 着 す る よ う に 常 に 付
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勢 さ れ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 外 科 用 処 置 具 。
【 ０ １ ７ １ 】
（ 付 記 項 ２ ） 　 前 記 回 動 操 作 部 は 、 軸 部 材 の 軸 を 回 動 中 心 と す る 回 動 動 作 に よ っ て 、 回 動
の 量 を 前 記 処 置 部 に 伝 達 し 、
　 前 記 処 置 部 は 、 前 記 軸 部 材 の 回 動 動 作 に 応 じ て 、 前 記 処 置 部 を 回 動 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ ま た は 付 記 項 １ の い ず れ か に 記 載 の 外 科 用 処 置
具 。
【 ０ １ ７ ２ 】
（ 付 記 項 ３ ） 　 前 記 軸 部 材 は 、 円 筒 部 材 で あ り 、
　 前 記 開 閉 操 作 部 は 、 前 記 円 筒 部 材 内 に 挿 通 さ れ た 線 部 材 の 進 退 動 作 に よ っ て 、 開 閉 量 を
前 記 処 置 部 に 伝 達 し 、
　 前 記 処 置 部 は 、 前 記 線 部 材 の 前 記 進 退 動 作 に 応 じ て 、 前 記 処 置 部 の 開 閉 を 行 う
　 こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ２ に 記 載 の 外 科 用 処 置 具 。
【 ０ １ ７ ３ 】
（ 付 記 項 ４ ） 　 前 記 角 度 変 更 操 作 部 は 、 棒 部 材 の 進 退 動 作 に よ っ て 、 角 度 変 更 の 量 を 前 記
角 度 変 更 手 段 に 伝 達 し 、
　 前 記 角 度 変 更 手 段 は 、 前 記 棒 部 材 の 前 記 進 退 動 作 に 応 じ て 、 前 記 処 置 部 の 前 記 延 出 方 向
の 前 記 角 度 を 変 更 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ ま た は 付 記 項 １ か ら 付 記 項 ３ の い ず れ か に 記 載
の 外 科 用 処 置 具 。
【 ０ １ ７ ４ 】
（ 付 記 項 ５ ） 　 前 記 角 度 変 更 手 段 は 、 前 記 棒 部 材 に 接 続 さ れ た コ イ ル 部 材 の 長 さ の 変 化 を
小 さ く す る よ う な コ イ ル 長 さ 変 化 抑 制 手 段 を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ４ に 記 載 の 外 科 用 処 置 具 。
【 ０ １ ７ ５ 】
（ 付 記 項 ６ ） 　 前 記 コ イ ル 長 さ 変 化 抑 制 手 段 は 、 π を 円 周 率 、 ｒ を 前 記 コ イ ル 部 材 の 半 径
と し た と き に 、 前 記 コ イ ル 部 材 の 半 径 中 心 か ら 、 略 （ √ 2π ｒ /４ ） だ け 離 れ た 位 置 に 前 記
コ イ ル の 湾 曲 中 心 を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ５ に 記 載 の 外 科 用 処 置 具 。
【 ０ １ ７ ６ 】
（ 付 記 項 ７ ） 　 挿 入 部 と 、
　 前 記 挿 入 部 の 一 方 端 に 設 け ら れ た 操 作 部 と 、
　 前 記 挿 入 部 の 他 方 端 か ら 延 出 す る よ う に 設 け ら れ 、 挟 持 部 を 有 す る 処 置 部 と 、
を 有 す る 外 科 用 処 置 具 で あ っ て 、
　 前 記 操 作 部 は 、 前 記 処 置 部 の 回 動 操 作 を す る た め の 回 動 操 作 部 と 、 前 記 処 置 部 の 開 閉 操
作 を す る た め の 開 閉 操 作 部 と を 含 み 、
　 前 記 処 置 部 は 、 前 記 回 動 操 作 部 に お け る 前 記 回 動 操 作 に 応 じ て 、 前 記 処 置 部 の 軸 周 り に
回 動 可 能 で あ り 、 か つ 、 前 記 前 記 開 閉 操 作 部 に お け る 前 記 開 閉 操 作 に 応 じ て 、 前 記 挟 持 部
の 開 閉 動 作 が 可 能 で あ り 、
　 前 記 回 動 操 作 部 は 、 軸 部 材 の 軸 を 回 動 中 心 と す る 回 動 動 作 に よ っ て 、 回 動 の 量 を 前 記 処
置 部 に 伝 達 し 、
　 前 記 処 置 部 は 、 前 記 軸 部 材 の 回 動 動 作 に 応 じ て 、 前 記 処 置 部 を 回 動 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 外 科 用 処 置 具 。
【 ０ １ ７ ７ 】
（ 付 記 項 ８ ） 　 前 記 挟 持 部 は 、 そ れ ぞ れ が 平 面 部 を 有 す る ２ つ の 挟 持 部 材 を 有 し 、 前 記 開
閉 操 作 部 に お け る 前 記 開 閉 操 作 に 応 じ て 、 前 記 ２ つ の 挟 持 部 材 の 少 な く と も 一 方 を 、 前 記
平 面 部 の 平 面 に 対 し て 略 直 交 す る 方 向 に 移 動 す る こ と に よ っ て 、 前 記 挟 持 部 の 開 閉 動 作 が
可 能 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ７ に 記 載 の 外 科 用 処 置 具 。
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【 ０ １ ７ ８ 】
（ 付 記 項 ９ ） 　 前 記 軸 部 材 は 、 円 筒 部 材 で あ り 、
　 前 記 開 閉 操 作 部 は 、 前 記 円 筒 部 材 内 に 挿 通 さ れ た 線 部 材 又 は 棒 部 材 の 進 退 動 作 に よ っ て
、 開 閉 量 を 前 記 処 置 部 に 伝 達 し 、
　 前 記 処 置 部 は 、 前 記 線 部 材 の 前 記 進 退 動 作 に 応 じ て 、 前 記 処 置 部 の 開 閉 を 行 う
　 こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ８ に 記 載 の 外 科 用 処 置 具 。
【 ０ １ ７ ９ 】
（ 付 記 項 １ ０ ） 前 記 処 置 部 は 、 前 記 ２ つ の 挟 持 部 材 の 少 な く と も 一 方 を 、 他 方 に 密 着 す る
方 向 に 常 に 付 勢 す る 付 勢 手 段 を 有 し 、
　 前 記 一 方 の 挟 持 部 材 は 、 前 記 開 閉 操 作 に お け る 開 操 作 に よ っ て 前 記 密 着 す る 方 向 の 付 勢
力 に 抗 し て 、 前 記 他 方 の 挟 持 部 材 か ら 離 間 す る 方 向 に 移 動 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ６ 又 は 付 記 項 ９ に 記 載 の 外 科 用 処 置 具 。
【 ０ １ ８ ０ 】
（ 付 記 項 １ １ ） 　 前 記 他 方 の 前 記 挟 持 部 材 は 、 前 記 処 置 部 の 先 端 部 に 位 置 し 、 前 記 一 方 の
前 記 挟 持 部 材 は 、 前 記 付 勢 手 段 に よ っ て 、 前 記 他 方 の 前 記 挟 持 部 材 に 密 着 す る よ う に 常 に
付 勢 さ れ て い る
　 こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ ０ に 記 載 の 外 科 用 処 置 具 。
【 ０ １ ８ １ 】
（ 付 記 項 １ ２ ） 　 前 記 ２ つ の 挟 持 部 材 は 、 そ れ ぞ れ 前 記 平 面 部 を 有 す る 円 板 状 部 分 を 有 す
る
　 こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ８ に 記 載 の 外 科 用 処 置 具 。
【 ０ １ ８ ２ 】
（ 付 記 項 １ ３ ） 　 前 記 ２ つ の 挟 持 部 材 の そ れ ぞ れ の 前 記 円 板 状 部 分 の 厚 さ は 、 薄 い
　 こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ８ に 記 載 の 外 科 用 処 置 具 。
【 ０ １ ８ ３ 】
（ 付 記 項 １ ４ ） 　 前 記 ２ つ の 挟 持 部 材 の 内 、 先 端 側 挟 持 部 材 の 前 記 円 板 状 部 分 の 先 端 側 の
周 辺 部 は 、 曲 面 部 あ る い は 斜 面 部 で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ８ に 記 載 の 外 科 用 処 置 具 。
【 ０ １ ８ ４ 】
（ 付 記 項 １ ５ ） 　 前 記 ２ つ の 挟 持 部 材 の 前 記 円 板 状 部 分 の そ れ ぞ れ の 直 径 は 、 前 記 処 置 部
お け る 前 記 円 板 状 部 分 以 外 の 部 分 の 直 径 よ り も 大 き い
　 こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ８ に 記 載 の 外 科 用 処 置 具 。
【 ０ １ ８ ５ 】
（ 付 記 項 １ ６ ） 　 挿 入 部 と 、
　 前 記 挿 入 部 の 一 方 端 に 設 け ら れ 、 １ つ の 軸 を 中 心 に 回 動 自 在 で あ る と と も に 開 閉 動 作 お
よ び 湾 曲 動 作 を 可 能 と す る 挟 持 部 を 備 え た 処 置 部 と 、
　 前 記 挿 入 部 の 他 方 端 に 設 け ら れ た 操 作 部 と 、
　 前 記 挿 入 部 に 沿 っ て 前 記 操 作 部 と 前 記 処 置 部 と の 間 に 設 け ら れ 、 前 記 処 置 部 を 回 動 さ せ
る た め の 回 動 力 を 前 記 操 作 部 か ら 前 記 処 置 部 に 対 し て 伝 達 す る 回 動 力 伝 達 機 構 と 、
　 前 記 挿 入 部 に 沿 っ て 前 記 操 作 部 と 前 記 処 置 部 と の 間 に 設 け ら れ 、 前 記 挟 持 部 を 開 閉 動 作
さ せ る た め の 開 閉 力 を 前 記 操 作 部 か ら 前 記 処 置 部 に 対 し て 伝 達 す る 開 閉 力 伝 達 機 構 と 、
　 前 記 挿 入 部 に 沿 っ て 前 記 操 作 部 と 前 記 処 置 部 と の 間 に 設 け ら れ 、 前 記 挟 持 部 を 湾 曲 動 作
さ せ る た め の 湾 曲 力 を 前 記 操 作 部 か ら 前 記 処 置 部 に 対 し て 伝 達 す る 湾 曲 力 伝 達 機 構 と 、
　 前 記 操 作 部 に 設 け ら れ 、 前 記 開 閉 力 を 付 与 す る た め の 開 閉 操 作 機 構 と 、
　 前 記 操 作 部 に 設 け ら れ 、 前 記 回 動 力 を 付 与 す る た め の 回 動 操 作 機 構 と 、
　 前 記 操 作 部 に 設 け ら れ 、 前 記 湾 曲 力 を 付 与 す る た め の 湾 曲 操 作 機 構 と 、
　 前 記 操 作 部 に 設 け ら れ 、 前 記 回 動 操 作 機 構 と 前 記 湾 曲 操 作 機 構 が 設 け ら れ た そ れ ぞ れ の
位 置 と 略 同 じ 位 置 あ る い は 前 記 位 置 よ り も 基 端 側 に 設 け ら れ た 指 掛 け 部 と を 具 備 し た こ と
を 特 徴 と す る 外 科 用 処 置 具 。
【 ０ １ ８ ６ 】
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（ 付 記 項 １ ７ ） 　 前 記 指 掛 け 部 は 、 ２ つ の 突 出 部 を 有 し 、 該 ２ つ の 突 出 部 の 間 に 指 が 掛 け
ら れ る よ う に な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ ６ に 記 載 の 外 科 用 処 置 具 。
【 ０ １ ８ ７ 】
（ 付 記 項 １ ８ ） 　 さ ら に 、 前 記 操 作 部 に 設 け ら れ 、 前 記 指 掛 け 部 が 設 け ら れ た 位 置 よ り も
基 端 側 に 設 け ら れ た 掌 掛 け 部 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ ６ ま た は 付 記 項 １ ７
に 記 載 の 外 科 用 処 置 具 。
【 ０ １ ８ ８ 】
（ 付 記 項 １ ９ ） 　 前 記 掌 掛 け 部 に は 、 少 な く と も １ つ の 孔 が 設 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る
付 記 項 １ ８ に 記 載 の 外 科 用 処 置 具 。
【 ０ １ ８ ９ 】
（ 付 記 項 ２ ０ ） 　 さ ら に 、 前 記 操 作 部 の 長 軸 方 向 に お け る 前 記 掌 掛 け 部 の 位 置 を 調 整 す る
位 置 調 整 機 構 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ ８ ま た は 付 記 項 １ ９ に 記 載 の 外 科 用 処 置
具 。
【 ０ １ ９ ０ 】
（ 付 記 項 ２ １ ） 　 前 記 開 閉 操 作 機 構 は 、 押 し ボ タ ン を 含 む こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ ６ か
ら 付 記 項 ２ ０ の い ず れ か に 記 載 の 外 科 用 処 置 具 。
【 ０ １ ９ １ 】
（ 付 記 項 ２ ２ ） 　 前 記 回 動 操 作 機 構 は 、 前 記 操 作 部 の 外 装 表 面 に 設 け ら れ た ダ イ ヤ ル を 含
む こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 １ ６ か ら 付 記 項 ２ １ の い ず れ か に 記 載 の 外 科 用 処 置 具 。
【 ０ １ ９ ２ 】
（ 付 記 項 ２ ３ ） 被 移 植 管 腔 臓 器 に 移 植 管 腔 臓 器 を 吻 合 す る 管 腔 臓 器 吻 合 手 技 方 法 で あ っ て
、
　 前 記 移 植 管 腔 臓 器 に 第 １ の 吻 合 開 口 部 を 形 成 す る 第 １ の 吻 合 開 口 部 形 成 工 程 と 、
　 前 記 被 移 植 管 腔 臓 器 に 前 記 第 １ の 吻 合 開 口 部 を 吻 合 す る 第 ２ の 吻 合 開 口 部 を 形 成 す る 第
２ の 開 口 部 形 成 工 程 と 、
　 縫 合 糸 が 端 部 に 接 続 さ れ た 湾 曲 し た 縫 合 針 を 開 閉 自 在 に 挟 持 し 挟 持 面 に お い て 前 記 縫 合
針 を 回 動 可 能 な 挟 持 部 を 有 す る 外 科 用 処 置 具 に よ り 前 記 縫 合 針 を 回 動 さ せ て 、 前 記 第 １ の
吻 合 開 口 部 と 前 記 第 ２ の 吻 合 開 口 部 と を 前 記 縫 合 糸 に よ り 縫 合 す る 管 腔 臓 器 縫 合 工 程 と 、
　 前 記 外 科 用 処 置 具 の 挿 入 軸 を 含 む 面 で 延 出 方 向 の 角 度 が 調 整 可 能 な 前 記 挟 持 部 の 前 記 延
出 方 向 の 角 度 を 調 整 す る 延 出 方 向 角 度 調 整 工 程 と
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 管 腔 臓 器 吻 合 手 技 方 法 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ９ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る ニ ー ド ル ド ラ イ バ を 正 面 斜 め 一 側 方 か ら み た 外 観 斜 視
図 で あ る 。
【 図 ２ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 処 置 部 の 作 用 を 説 明 す る 第 １ の 図 で あ
る 。
【 図 ３ 】 当 該 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 処 置 部 の 作 用 を 説 明 す る 第 ２ の 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 処 置 部 の 作 用 を 説 明 す る 第 ３ の 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ を 用 い た 内 胸 動 脈 と 冠 状 動 脈 と の 吻 合 手 技 の 流
れ を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ を 用 い た 内 胸 動 脈 と 冠 状 動 脈 と の 吻 合 手 技 に お
け る 一 の 状 態 を 示 し た 要 部 拡 大 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ を 用 い た 内 胸 動 脈 と 冠 状 動 脈 と の 吻 合 手 技 に お
け る 他 の 状 態 を 示 し た 要 部 拡 大 正 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ を 背 面 斜 め 他 側 方 か ら み た 外 観 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ の 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ を 一 側 方 か ら み た 左 側 面 図 で あ る 。
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【 図 １ １ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ を 他 側 方 （ 右 側 方 ） か ら み た 右 側 面 図 で あ る
。
【 図 １ ２ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ の 背 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 処 置 部 を 含 む 先 端 部 分 の 側 面 図 で あ
る 。
【 図 １ ４ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 処 置 部 を 含 む 先 端 部 分 の 背 面 図 で あ
る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ３ の Ｉ Ｘ － Ｉ Ｘ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ４ の XVI－ XVI線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ４ の XVII－ XVII線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 先 端 固 定 部 材 を 破 線 で 示 し て 省 略 し
た 、 当 該 ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 先 端 部 の 内 部 構 造 を 示 し た 要 部 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 先 端 固 定 部 材 を 破 線 で 示 し て 省 略 し
た 、 当 該 ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 先 端 部 の 内 部 構 造 を 示 し た 要 部 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 先 端 部 の 背 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 図 ２ ０ の XXI-XXI線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 図 ２ ０ の XXII-XXII線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 処 置 部 の 外 観 を 示 し た 要 部 拡 大 斜 視
図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 一 部 の 部 材 を 部 分 的 に 省 い て 内 部 構
造 を 示 し た 要 部 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 一 部 の 部 材 を 部 分 的 に 省 い て 内 部 構
造 を 示 し た 要 部 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 一 部 の 部 材 を 部 分 的 に 省 い て 内 部 構
造 を 示 し た 要 部 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 処 置 部 の 挟 持 部 が 開 い た 状 態 を 示 し
た 要 部 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 処 置 部 の 挟 持 部 が 開 い た 際 の 当 該 処
置 部 お よ び 周 辺 部 の 背 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ９ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 処 置 部 の 挟 持 部 が 開 い た 際 の 当 該 処
置 部 お よ び 周 辺 部 を 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ０ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 処 置 部 が 湾 曲 さ れ た 際 の 当 該 処 置 部
お よ び 周 辺 部 を 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ １ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 処 置 部 の 湾 曲 中 心 を 説 明 す る 第 １ の
図 で あ る 。
【 図 ３ ２ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 処 置 部 の 湾 曲 中 心 を 説 明 す る 第 ２ の
図 で あ る 。
【 図 ３ ３ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 処 置 部 の 湾 曲 中 心 を 説 明 す る 第 ３ の
図 で あ る 。
【 図 ３ ４ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 処 置 部 の 湾 曲 中 心 を 説 明 す る 第 ４ の
図 で あ る 。
【 図 ３ ５ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 処 置 部 の 湾 曲 中 心 を 説 明 す る 第 ５ の
図 で あ る 。
【 図 ３ ６ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ７ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ の 背 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ８ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 操 作 部 を 一 側 方 か ら 見 た 要 部 側 面 図
で あ る 。
【 図 ３ ９ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 操 作 部 を 図 ３ ８ に お け る Ｘ Ｘ Ｘ Ｖ Ｉ
Ｉ － Ｘ Ｘ Ｘ Ｖ Ｉ Ｉ で 切 り 取 っ て 示 し た 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ０ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 回 動 ダ イ ヤ ル 、 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル 及
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び 開 閉 レ バ ー を 当 該 操 作 部 の 外 装 部 を 省 い て 示 し た 要 部 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ １ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 回 動 ダ イ ヤ ル 、 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル を
当 該 操 作 部 の 外 装 部 を 省 い て 示 し た 要 部 拡 大 斜 視 図 で あ り 、 処 置 部 を 湾 曲 さ せ た と き の 状
態 を 示 す 。
【 図 ４ ２ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 回 動 ダ イ ヤ ル 、 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル を
当 該 操 作 部 の 外 装 部 を 省 い て 示 し た 要 部 拡 大 斜 視 図 で あ り 、 処 置 部 の 初 期 状 態 （ 湾 曲 さ せ
な い ） と き の 状 態 を 示 す 。
【 図 ４ ３ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 開 閉 レ バ ー を 当 該 操 作 部 の 外 装 部 を
省 い て 示 し た 要 部 拡 大 斜 視 図 で あ り 、 処 置 部 を 閉 じ た と き の 状 態 を 示 す 。
【 図 ４ ４ 】 当 該 実 施 形 態 の ニ ー ド ル ド ラ イ バ に お け る 開 閉 レ バ ー を 当 該 操 作 部 の 外 装 部 を
省 い て 示 し た 要 部 拡 大 斜 視 図 で あ り 、 処 置 部 を 開 い た と き の 状 態 を 示 す 。
【 図 ４ ５ 】 当 該 実 施 形 態 の 変 形 例 に 係 る ニ ー ド ル ド ラ イ バ の 正 面 斜 め 一 測 方 か ら み た 外 観
斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ ６ 】 当 該 実 施 形 態 の 変 形 例 に 係 る ニ ー ド ル ド ラ イ バ が 把 持 さ れ た 状 態 を 説 明 す る た
め の 図 で あ る 。
【 図 ４ ７ 】 当 該 実 施 形 態 の 変 形 例 の 他 の 変 形 に 係 る ニ ー ド ル ド ラ イ バ の 正 面 斜 め 一 測 方 か
ら み た 外 観 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ ８ 】 当 該 実 施 形 態 の 変 形 例 の 操 作 部 の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ９ 】 当 該 実 施 形 態 の 変 形 例 の 操 作 部 の 開 閉 押 し ボ タ ン が 押 し 下 げ ら れ た 状 態 を 示 す
外 観 図 で あ る 。
【 図 ５ ０ 】 当 該 実 施 形 態 の 変 形 例 の 操 作 部 の 開 閉 押 し ボ タ ン に よ る 処 置 部 の 開 閉 動 作 機 構
を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ５ １ 】 当 該 実 施 形 態 の 変 形 例 に 係 る 処 置 部 の 側 面 で あ る 。
【 図 ５ ２ 】 当 該 実 施 形 態 に 係 る ニ ー ド ル ド ラ イ バ を 用 い て 針 を 挟 持 す る 動 作 を 説 明 す る た
め の 図 で あ る 。
【 図 ５ ３ 】 当 該 実 施 形 態 の 変 形 例 に 係 る ニ ー ド ル ド ラ イ バ を 用 い て 針 を 挟 持 す る 動 作 を 説
明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ５ ４ 】 当 該 実 施 形 態 に 係 る ニ ー ド ル ド ラ イ バ を 用 い て 針 を 挟 持 す る 動 作 を 説 明 す る た
め の 他 の 図 で あ る 。
【 図 ５ ５ 】 当 該 実 施 形 態 の 変 形 例 に 係 る ニ ー ド ル ド ラ イ バ を 用 い て 針 を 挟 持 す る 動 作 を 説
明 す る た め の 他 の 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ９ ４ 】
１ … ニ ー ド ル ド ラ イ バ
２ … 挿 入 部
３ … 操 作 部
４ … 処 置 部
５ … 開 閉 レ バ ー
６ … 角 度 可 変 ダ イ ヤ ル
７ … 回 動 ダ イ ヤ ル
８ … 挟 持 部
１ １ … シ ー ス
１ ２ … 先 端 固 定 部 材
１ ３ … 回 動 力 伝 達 パ イ プ
１ ４ … 牽 引 ワ イ ヤ
１ ５ … 湾 曲 力 伝 達 棒
１ ６ … 止 め ネ ジ
１ ７ … 回 動 力 伝 達 コ イ ル
１ ８ … リ ン ク ジ ョ イ ン ト
１ ９ … Ｈ 型 リ ン ク
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２ １ 、 ２ ２ 、 ２ ３ 、 ２ ４ 、 ３ ０ 、 ３ ２ … ピ ン
２ ５ … 回 動 部 ベ ー ス 部 材
２ ６ … ワ イ ヤ 抜 け 止 め 受 け 部 材
２ ７ … ワ イ ヤ 抜 け 止 め 部 材
２ ８ … 可 動 挟 持 片
２ ９ … 先 端 挟 持 片 取 り 付 け 部 材
３ １ … 先 端 挟 持 片
３ ３ … バ ネ
６ １ … イ ン ナ ー ベ ベ ル ギ ヤ
７ １ … イ ン ナ ー ベ ベ ル ギ ヤ
１ ０ １ … ダ イ ヤ ル 操 作 ユ ニ ッ ト
１ ２ １ … ベ ベ ル ギ ヤ ユ ニ ッ ト
１ ２ ２ … ベ ベ ル ギ ヤ
１ ２ ３ … ベ ベ ル ギ ヤ ユ ニ ッ ト
１ ２ ４ … ベ ベ ル ギ ヤ
１ ２ ５ … ウ ォ ー ム ね じ
１ ２ ６ … 回 動 軸
１ ２ ７ … 回 動 軸
１ ３ １ … 外 装 部 材
１ ３ ２ … 凸 部
１ ３ ３ … 指 お き 用 凸 部
１ ５ ２ … リ ン ク
１ ６ １ … 移 動 部 材
１ ７ １ … 開 閉 操 作 機 構
１ ７ ２ … 開 閉 操 作 用 ベ ー ス 部 材
１ ７ ３ … 牽 引 ワ イ ヤ 保 持 部 材
　 　 　 　 　 　 　 　 　 代 理 人 　 　 弁 理 士 　 　 伊 藤 　 進
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】

(33) JP 2005-288143 A 2005.10.20



【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】 【 図 ２ ３ 】
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【 図 ２ ４ 】 【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】 【 図 ２ ７ 】
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【 図 ２ ８ 】 【 図 ２ ９ 】

【 図 ３ ０ 】 【 図 ３ １ 】
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【 図 ３ ２ 】 【 図 ３ ３ 】

【 図 ３ ４ 】

【 図 ３ ５ 】

【 図 ３ ６ 】
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【 図 ３ ７ 】 【 図 ３ ８ 】

【 図 ３ ９ 】 【 図 ４ ０ 】
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【 図 ４ １ 】 【 図 ４ ２ 】

【 図 ４ ３ 】 【 図 ４ ４ 】
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【 図 ４ ５ 】 【 図 ４ ６ 】

【 図 ４ ７ 】 【 図 ４ ８ 】
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【 図 ４ ９ 】 【 図 ５ ０ 】

【 図 ５ １ 】

【 図 ５ ２ 】

【 図 ５ ３ 】

【 図 ５ ４ 】
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【 図 ５ ５ 】

(42) JP 2005-288143 A 2005.10.20



フロントページの続き

【要約の続き】

(43) JP 2005-288143 A 2005.10.20



专利名称(译) 外科用处置具

公开(公告)号 JP2005288143A 公开(公告)日 2005-10-20

申请号 JP2004270294 申请日 2004-09-16

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯医疗株式会社

申请(专利权)人(译) オリンパスメディカルシステムズ株式会社

[标]发明人 飯塚修平
宮本学
萬壽和夫

发明人 飯塚 修平
宮本 学
萬壽 和夫

IPC分类号 A61B17/04

FI分类号 A61B17/04

F-TERM分类号 4C060/BB01 4C060/BB05 4C060/MM25 4C160/BB01 4C160/BB05 4C160/MM34

代理人(译) 伊藤 进

优先权 2004068213 2004-03-10 JP

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：在内窥镜下轻松可靠地进行组织缝合。 本发明的外科手术
治疗工具包括：外科手术操作单元，其设置在插入单元的一端；以及治
疗单元，其设置成从插入单元的另一端延伸并具有夹持单元。 它是一种
治疗工具。 该操作部包括：旋转操作部，用于执行处理部的旋转操作；
打开/关闭操作部，用于执行处理部的打开/关闭操作；以及角度改变，用
于改变处理部的延伸方向的角度。 包括一个运算单元。 可以根据旋转操
作部的旋转操作使处理部绕处理部的轴线旋转，并且可以根据打开/关闭
操作部的打开/关闭操作来打开/关闭夹持部。 外科治疗仪具有角度改变
装置，该角度改变装置用于响应于角度改变操作部上的改变操作而改变
治疗部相对于插入部的轴线的角度。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/de13f6ec-6913-4ceb-8e93-52def571f01c
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/035321735/publication/JP2005288143A?q=JP2005288143A

